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１．渡日時の重要な手続き

① 住居地の届出

在留期間 6 ヶ月以上の留学ビザが許可された方は，住居地を定めてから 14 日以内に，自分

が住んでいる地域の区（市）役所でその住居地を届け出なければなりません。

出入国港で在留カードが交付された方はパスポート及び在留カードを持参のうえ，届け出て

ください。

出入国港で交付されなかった方は，区（市）役所に住居地を届け出た後，在留カードが交付

されます。

在留カードは公的な身分証明書ですので，常に携帯するようにしてください。

住居地の届出後，登録した住所地宛に 12 桁の個人番号（通称「マイナンバー」）が届きま

す。「マイナンバー」は住民登録をしたすべての人（外国人を含む）に通知されるもので，社

会保障，税，災害対策等の手続きの際に必要になります。失くさないように大切に保管してく

ださい。

② 国民健康保険加入

日本には医療費の負担を軽減するための国民健康保険制度があります。日本に在留する全て

の留学生は国民健康保険に加入しなければなりません。

加入の手続きは居住地の区(市)役所にて行います。加入後は月々の保険料を支払います。国

民健康保険に加入すると国民健康保険被保険者証（保険証）が交付されます。医療機関で診療

を受ける時は，受付窓口で保険証を提示すれば個人が支払う医療費の負担は 30％で済みます。

就職して別の保険に加入するときや帰国するときには区（市）役所での脱退手続きを忘れず

にしてください。

＊高額療養費の支給

同じ月内に同一医療機関に支払った医療費が 35,400 円を超える場合，区（市）役所に申

請すれば超えた額の払戻しを受けることができます。国民健康保険証，領収書（原本），通

帳，印鑑を持って区（市）役所で申請してください。

③ 学生教育研究災害傷害保険（学研災）

学生（研究生，交換留学生を含む。）が正課，学校行事及びキャンパス内外での課外活動等

における不慮の災害事故によって傷害を負った場合の全国的規模の相互扶助救済制度であり，

原則として，入学時に保険分担金を納入して全員が加入することとしています。

詳細は，所属の学部又は研究科に問い合わせてください。

留学生向け学研災付帯学生生活総合保険（留学生向け付帯学総）

留学生向け学研災付帯学生生活総合保険（留学生向け付帯学総）は，学研災では補償が不足

すると思われる場合に，学研災に加えて任意で追加できる保険です。神戸大学では，学研災と

同時に加入することを強く推奨しています。

    詳細は，留学生向け付帯学総パンフレット裏面記載の照会窓口に問い合わせてください。
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④ 国民年金

日本国内に住む 20 歳以上のすべての人は，国民年金に加入しなければなりません。留学生

も対象になります。新たに来日した 20 歳以上の留学生は，市区町村に住居地を届け出た際に，

また，来日時点で 20 歳未満の留学生も 20 歳になった時点で，国民年金に加入することにな

ります。

保険料の納付が困難な学生には，学生納付特例制度や免除制度がありますので，市（区）役

所で加入の手続きを行うと同時にこの制度の申請も行ってください。この制度の申請には学生

証の提示が必要です。なお，学生納付特例および免除の申請は毎年必要です。

詳しくは国民年金機構のホームページを参照してください。

https://www.nenkin.go.jp/service/kokunen/menjo/index.html 

⑤ ゆうちょ銀行口座開設

国費外国人留学生給与や学習奨励費はゆうちょ銀行口座に振り込まれますので，パスポー

ト，在留カードを持って，ゆうちょ銀行にある所定の様式に必要事項を記入し，口座を開設し

てください。

なお，在留カードに住所が記載されていない場合は，先に区（市）役所にて住居地の届け

出をする必要があります。

⑥ 銀行口座開設

民間団体の奨学金や住宅の家賃等は銀行口座に振り込み・引き落としとなることがありま

すので，パスポート，在留カード及び学生証を持って，銀行にある所定の様式に必要事項を記入

し，口座を開設してください。

なお，在留カードに住所が記載されていない場合は，先に区（市）役所にて住居地の届け

出をする必要があります。
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２．在留手続きについて

① 在留期間の更新

「留学」ビザで日本に在留を許可される期間は，在留期間の満了日までです。この期間を超

えて在学する場合は，所定の手続きにより更新しなければなりません。

 この手続きは，在留期間の満了する日の３か月前から在留期間の満了する日までに，法務

省大阪入国管理局神戸支局へ行き，次の書類を提出しなければなりません。

(1) 在留期間更新許可申請書

（用紙は法務省のホームページ又は大阪入国管理局神戸支局で入手してください。）

＊「所属機関等作成用」については，所属する部局に依頼してください。

      (2) 在学証明書

      (3) 学業成績証明書（所属の学部又は研究科で交付します。研究生については，指導教

員の証明書（研究内容を記載したもの）で代えることができます。）

     ＊聴講生は聴講科目及び時間数が記載された履修届写し等の証明書

      (4) パスポート（係官に提示する。）

 (5) 在留カード（外国人登録証明書）

      (6) 更新手数料  4,000 円
(7) 写真（縦 4 cm×横 3 cm、申請前３カ月以内に撮影したもの）１枚

入国管理局で次の書類が必要であれば提出の指示があります。

滞在費・生活費を証明する書類

・国費外国人留学生にあっては，国費外国人留学生保証証明書の交付を所属の学部又は研

究科の留学生担当係に申し出てください。

・私費外国人留学生の場合は，本国からの送金，在日の知人等の支弁又は奨学金受給証明

書など，事実を証明できる書類を添付してください。

② 在留資格の変更

在籍している学部又は研究科を卒業・修了又は退学して，日本国内で就職する場合等は，「留

学」ビザから新たに従事する内容に合ったビザに速やかに変更する必要があります。また，留

学生等の家族として入国した後，大学へ入学した場合は，大阪入国管理局神戸支局に申し出て，

在留資格の変更（「留学」ビザ）をしなければいけません。

③ 一時出国及び再入国

一時的に日本を離れる場合、GEMs（神戸大学グローバル教育管理システム）で届け出てく

ださい。

一時的に母国へ帰省する場合は、指導教員の了承を得た後、「一時帰国届」を提出してくだ

さい。海外留学・海外研修・海外旅行等で外国へ渡航する場合は「海外渡航届」を提出してく

ださい。GEMs はパソコン、スマートフォンで学外からもアクセス可能です。情報基盤セン

ターが発行したログイン ID とパスワードでログインしてください。

有効なパスポート及び在留カードを所持する留学生が出国後１年以内に日本での活動を継

続するために再入国する場合は、入国管理局において再入国許可を受ける必要はありません。

（「みなし再入国許可」）。出国時に有効なパスポートと在留カードを入国審査官に提示し、

「みなし再入国許可による出国を希望します」と記載された欄にチェックをした再入国用 ED
カード（再入国出入国記録カード）を提出してください。

ただし，在留期限が出国後１年未満に到来する場合は，その在留期限までに再入国してくだ

さい。
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④ 活動機関に関する届出

 卒業･退学等により大学を離脱したとき，進学等により大学を移籍したときには，14 日以内

に入国管理局に届け出る必要があります。届出は，住居地管轄の入国管理局へ持参，東京入国

管理局へ郵送，またはインターネットによる電子届出システムを利用して行うことができます。

詳しくは，以下の法務省ホームページを参照してください。

http://www.moj.go.jp/nyuukokukanri/kouhou/nyuukokukanri10_00014.html 

⑤ 資格外活動（アルバイト許可）

「留学」ビザは，就労活動（収入を伴う事業を運営する活動又は報酬を受ける活動）を行う

ことが認められない在留資格です。アルバイトとして就労活動を行う場合は，事前に大阪入国

管理局神戸支局から資格外活動許可を受けなければなりません（出入国管理及び難民認定法第

19 条）。この資格外活動許可を受けることなくアルバイトを行った場合は処罰の対象となりま

す。また，専らアルバイトを行っていたと認められる場合にも，強制退去及び処罰の対象とな

ります。風俗営業又は風俗関連営業（パチンコ店含む）が営まれている事業所でのアルバイト

は処罰の対象となり，許可されません。日本入国の際に空港で資格外活動許可を受けた場合は，

入国管理局で新たに申請する必要はありません。

アルバイトを希望する場合は，①資格外活動許可申請書*②在留カード③パスポートを持っ

て入国管理局へ行って申請してください。許可を受けた後に所属の学部又は研究科に届け出て

ください。

留学生の皆さんは学習・研究をすることが本務ですので，アルバイトで学業に支障がでるこ

とのないように注意してください。

＊資格外活動許可申請書は法務省ホームページ

（http://www.moj.go.jp/ONLINE/IMMIGRATION/16-8.html）から入手できます。

アルバイトは，下記の内容をもって許可されることになっています。

（正規生・非正規生とも同じ）

○ １週２８時間以内（春季，夏季，冬季の長期休業期間は１日８時間以内）

     （本学の留学生が本学との契約によって SA ，TA，STA，RA，チューター等となる

場合は，資格外活動許可は不要です）

＊アルバイトの紹介について，こちらのページを参考にしてください。

（http://www.kobe-u.ac.jp/campuslife/support/proposal/index.html）

－ 4 －
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３．学生生活

① 学年暦

学年は，4 月 1 日から翌年 3 月 31 日までです。

前期  4 月 1 日 ～ 9 月 30 日 後期  10 月 1 日 ～ 翌年 3 月 31 日

授業期間は前期を第１・第２，後期を第３・第４と区分され，第１・第２・第３・第４それ

ぞれの授業期間をクォーターとし，授業科目を開講するクォーター制※となります。

※神戸大学では授業期間のみがクォーター制となります。学籍・単位の授与に関しては，前

期・後期の２学期制です。

休業日 土曜日，日曜日，国民の祝日 ※国民の祝日が日曜日に当たるときは，その翌日

    ※ただし，2019 年度は，祝日のうち，5 月 6 日（月），7 月 15 日（月），10 月 14
日（月）は授業を実施します。

夏季休業期間   8 月 8 日～9 月 30 日

冬季休業期間  12 月 25 日～翌年 1 月 7 日

② 学生証・身分証明書

本学学生には学生証が，研究生又は交換留学生には身分証明書が所属の学部又は研究科の

留学生担当係で交付されます。学生証等は講義や試験を受けるとき，図書館，保健管理センタ

ー等本学の各種施設を利用するとき，また通学定期券を購入するときに必要としますので，常

に携帯してください。

③ 授業料及び授業料免除

区分 授業料 入学料 検定料

学部学生 年額  535,800 円 282,000 円 17,000 円

大学院学生 年額  535,800 円 282,000 円 30,000 円

研究生 月額   29,700 円 84,600 円 9,800 円

授業料免除

経済的な理由により授業料の納付が困難であり，学業成績が優秀な私費留学生（正規生のみ）

は，本人の申請に基づき，選考の上，授業料の全額又は半額が免除される制度があります。

免除者の選考は，各期ごとに行われます。申請に関する手続き等の詳細は，前期分は１月，

後期分は７月に各学部・学生センターにおいて掲示及び神戸大学ホームページでお知らせしま

す。
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④ 履修登録

 授業科目の履修については，所属の学部又は研究科学生便覧の授業科目配当表及び授業時間

割表の定めるところに従って履修計画を立て，学生は，所属学部長・研究科長に履修届を提出

することになっています。

(1) 履修登録期間

  前期第１クォーター・第２クォーター 4 月 5 日（金）～ 18 日（木）（2019 年度）

  後期第３クォーター・第４クォーター 10 月 1 日（火）～ 14 日（月）（2019 年度）

大学内の情報処理演習室を使用して履修登録を行う場合は，学部・学科・学年により登

録の日時を指定していますので，所属の学部又は研究科の掲示板で確認してください。

  履修する授業科目の変更等がある場合は，履修登録期間内に追加・修正を行ってください。

登録期間終了後は，一切履修登録（追加・修正）を行うことはできません。

  履修登録がされていない場合，授業に出席し，受験した場合でも単位は認定されません。

(2) 履修取消制度 

      学期初めに履修登録を行った科目について，途中で履修を中止したい場合は，クォータ

ー毎に設けられる履修取消期間中に履修を取り消すことができます。「履修取消制度」の

詳細については，別途お知らせします。 

      前期第１クォーター  4 月 19 日（金）～ 4 月 25 日（木）（2019 年度） 

      前期第２クォーター  6 月 24 日（月）～ 6 月 30 日（日）（2019 年度） 

      後期第３クォーター 10 月 15 日（火）～10 月 21 日（月）（2019 年度） 

      後期第４クォーター 12 月 13 日（金）～12 月 19 日（木）（2019 年度） 

⑤ 図書館の利用

神戸大学には総合図書館のほかに各学部・研究科に対応した，国際文化学図書館，社会科学

系図書館，自然科学系図書館，人文科学図書館，人間科学図書館，経済経営研究所図書館，医

学分館，保健科学図書室及び海事科学分館の９つの図書館があります。詳細は「図書館利用案

内」を参照してください。

 正規生（学部生・大学院生）は学生証で本を借りることができます。非正規生（研究生・交

換留学生）は図書館のカウンターで身分証明書を提示し，図書館カードを発行してもらってく

ださい。

 また，図書館内のパソコンを使用するには，情報基盤センターの ID とパスワードが必要で

す。ID とパスワードがわからない場合は所属の学部又は研究科の留学生担当係に申し出てく

ださい。

⑥ 定期健康診断

神戸大学では，毎年春に学生の「定期健康診断」が実施されていますので，所属の学部・研

究科から健康診断の案内があれば，必ず受検してください。春の留学生健康診断は，全ての学

生を対象とする定期健康診断と同時に実施されます。春の留学生健康診断が終了した後に入学

した新留学生の皆さんは，秋の留学生健康診断を受検してください。

 健康診断を受けなかった時は，当該健康診断と同等の実施項目を含む（病・医院等での）健

康診断証明書を保健管理センターに提出しなければなりません。定期健康診断を受検せず，

病・医院等での健康診断証明書を提出しなかった場合には，当該年度の単位認定や履修登録，

各種実習への参加が認められないこと等があります。奨学金を申請する場合等に必要な健康診

断証明書の発行は，保健管理センターが実施する所定の健康診断を実施した場合にのみ，保健

管理センターから無料で受けることができます。
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⑦ 各種届出（休学・復学・退学等）

種類 提出時期 提出先 注意事項

休学願 理由が発生したとき

所 属 学

部・研究

科の担当

係

３ヶ月以上修学を休止しようとする場

合（病気の場合は医師の診断書を添付）

復学願 休学理由が消滅したとき

病気で休学した場合は，保健管理セン

ター医師による「診断書（復学意見書）」

を添付

退学願 理由が発生したとき 病気の場合は医師の診断書を添付

欠席届 理由が発生したとき 2 週間以上欠席しようとする場合提出

一時帰国届 一時的に母国へ帰省するとき

GEMs 
海外渡航届

海外留学・海外研修、海外旅

行等で外国へ渡航するとき

身上異動・

住所変更届

改名，連絡先（住所・電話・

メール）変更（帰省先住所を

含む）が発生したとき

所 属 学

部・研究

科の担当

係

重要な連絡に用いるので変更があった

場合は直ちに届け出ること。

事故報告書 その都度
学内外で交通事故の当事者になったとき。

暴行，傷害，盗難等の被害にあったとき。

⑧ 証明書の発行

(1) 在学証明書

ビザの延長申請書，奨学金の申請等に必要な在学証明書は，証明書自動発行機を利用して

ください。

(2) 成績証明書

奨学金の申請，学業成績の報告等に必要な成績証明書は，証明書自動発行機を利用してくだ

さい。厳封が必要なときは，所属の学部又は研究科の留学生担当係に厳封を依頼してください。

(3) 学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証）（正規生）

JR を利用して片道 100km を超えて旅行する場合は，運賃の 20％が割引きされます。（研

究生，交換留学生は除く。）学生割引乗車券を購入するときに必要な学校学生生徒旅客運賃

割引証は，証明書自動発行機を利用してください。1 年間に発行してもらえる学割証は 15
枚までとなっています。

(4) 通学証明書（正規生） 

通学定期乗車券は，現住所の最寄り駅から大学（就学学舎）の最寄り駅との間を順路によ

り通学する場合に購入できます。購入する際は，交通機関の定期券発売所に次のものを提出

してください。 

・学生証 

・通学証明書（所属学部等の担当係又は学生センターの担当窓口で交付） 

・通学定期券購入申込書（交通機関の定期券発売所で交付） 

出国後1年以内に再入国すること。

ただし、在留期限が出国後1年未満の場

合は、在留期限内に再入国すること。

－ 7 －
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外国人留学生に対する通学定期乗車券の取り扱いについて

通学定期乗車券購入の可否

JR 西日本
阪急電鉄

阪神電鉄

神戸市営地下鉄

・市バス

ポートライナー，

六甲ライナー

学部正規生 ○ ○ ○ ○

大学院正規生 ○ ○ ○ ○

研究生 × × × ○* 
交換留学生 × × ○*  ○* 
日本語研修生 × × × ○

＊1 年以上在籍する場合に限り購入できます。

※『通学証明書』の交付を受けるには，証明書自動発行機で『通学証明書交付願』を発行

し，必要事項を記入の上，所属学部等の担当係又は学生センターの担当窓口に提出して

ください。 

ただし，交通機関によっては，各交通機関所定の『通学証明書』を必要とする場合もあり

ますので，所属の学部又は研究科で証明してもらってください。

(5) 卒業証明書等

英文による卒業証書の副本を希望する場合は，所属の学部に申し出てください（学部生）。

＊大学院修士課程・博士課程修了者には英文による学位記の副本が全員に発行されます。

卒業（見込）証明書又は修了（見込）証明書が必要な場合は，証明書自動発行機を利用し

てください。

研究生にあっては，研究期間修了後帰国する者が希望する場合は，在籍期間証明書を交付

しますので，所属の学部又は研究科に申し出てください。

(6) 国費外国人留学生証明書

パスポートの有効期間延長，家族招請等に必要な国費外国人留学生証明書の交付を希望す

る場合は，所属の学部又は研究科の留学生担当係に申し出てください。

(7) 国費外国人留学生保証証明書

ビザ延長申請に必要な国費外国人留学生保証証明書の交付を希望する場合は，所属の学部

又は研究科の留学生担当係に申し出てください。

⑨ 交通機関の運休，気象警報の場合における授業，期末試験の休講措置

(1) 交通機関の運休の場合

 次の①又は②のいずれかに該当する場合，当日のその後に開始する授業（期末試験を含む。）

を休講とします。

① JR 西日本（神戸線(大阪駅～姫路駅）），阪急電鉄（神戸本線（梅田駅～神戸三宮駅））

及び阪神電気鉄道（阪神本線（梅田駅～元町駅））のうち 2 線が同時に運休した場合

 ② 神戸市バス 16 系統及び 36 系統が同時に運休した場合

ただし，次の場合は授業を実施します。

1. 午前 6 時までに，交通機関が運行した場合は，1 時限目の授業から実施

2. 午前 10 時までに，交通機関が運行した場合は，午後 1 時以降に開始する授業から実施

3. 午後 2 時までに，交通機関が運行した場合は，午後 5 時以降に開始する授業から実施
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(2) 気象警報の場合

 神戸市に警報（ただし暴風，大雪，暴風雪に限る）または特別警報が発令された場合，当日

のその後に開始する授業（定期試験を含む。）を休講とします。

なお，気象警報が広域に発令された場合は，発令地域に神戸市が含まれている場合にこの取

扱いを適用します。

ただし，次の場合は授業を実施します。

 ① 午前 ６時までに，気象警報が解除された場合は，1 時限目の授業から実施

 ② 午前 10 時までに，気象警報が解除された場合は，午後 1 時以降に開始する授業から実施

 ③ 午後 2 時までに，気象警報が解除された場合は，午後 5 時以降に開始する授業から実施

(3) 避難勧告・避難指示の発令の場合

各地区（六甲台地区，楠地区，名谷地区，深江地区）の所在地に市町村等から避難勧告・避

難指示が発令された場合，当該地区で当日のその後に開始する全ての授業（定期試験を含む）

を休講とします。ただし，午前 6 時までに避難勧告・避難指示が解除された場合は，１時限目

の授業から実施します。

（注）1 気象警報の発表及び解除，避難勧告・避難指示の発令及び解除の確認は，テレビ・

ラジオ・インターネット等の報道によります。

2 この取扱いは全学共通授業科目について，掲載しています。各学部・研究科の専門

科目等の取り扱いについては，各学部・研究科の学生便覧等を参照してください。

⑩ 課外活動

本学には，全学的な公認課外活動団体のほか，多くの同好会があります。

充実した学生生活を送るためにも，勉学をおろそかにせず，課外活動への積極的な参加を期

待します。詳しくは学生支援課生活支援グループ（078-803-5224）にお問い合わせください。

＜文化総部＞ 能楽部，将棋部，茶華道部，邦楽部，落語研究会など

＜体 育 会＞ 剣道部，弓道部，柔道部，空手道部，合気道部など

＜応援団総部＞ 応援団，吹奏楽部

＜学生学会＞ 国際問題研究会，書道研究会，コンピュータ部，TRUSS（トラス）など

＜ そ の 他 ＞ 新聞会，放送委員会，六甲祭実行委員会など

課外活動団体のホームページ一覧はこちらをご覧ください。http://home.kobe-u.com/dantai 

⑪ 情報基盤センター（ISTC）発行のアカウント，学内無線 LAN サービスについて

(1) アカウント

皆さんが所属する学部・研究科の教務係を通じて，アカウント通知書が４月（１０月）上旬

に配付されます。

この中には受け取った人専用のアカウント情報があり，これらの ID を使うと以下のサービ

スを利用することができます。

・電子メールサービス（stu.kobe-u.ac.jp の電子メールアドレス。）

・学内無線 LAN (WiFi) サービス（大学内の多くの場所で利用できます。）

・PC 利用サービス（学内のPC 教室(iMac)と附属図書館の一部に設置されているPC の利用。）

詳しい説明は情報基盤センターHP(http://www.istc.kobe-u.ac.jp/)を見てください。

(2) アカウント利用の注意事項について

・アカウントは情報基盤センターだけでなく，教務・図書システム等において個人を認証す

－ 9 －

10



10

るものであるため，複数人で共有してはいけません。

・パスワードを他人に教えてはいけません。アカウント通知書やパスワードを書いたメモを

人の目に触れるところに置いてはいけません。

・教育・学術・研究に関係のない利用は禁止されています。

※情報基盤センターでは適宜，アクセスのチェックを行っています。

不適切な利用があった場合，アカウントの利用の制限や停止をすることがあります。また，

場合によっては，懲戒・処罰の対象となることがありますので，充分注意してください。

(3) 学内無線 LAN サービス

キャンパス内に設置している無線アクセスポイントを利用して，無線 LAN 接続により大学

のネットワークに接続できます。ネットワーク ID とネットワーク ID 用パスワードを使用し

て認証を行います。

下記を参考にパソコンを設定してください。

詳 しい説明 は情報 基 盤 セ ン タ ー HP の 接続 設 定ペー ジ（学 内専 用ページ ）

（ http://www.istc.kobe-u.ac.jp/services/StandardService/WirelessLAN/wireless_lan_manu 
al/index.html）を見てください。

設定項目 設定値

SSID 名 x-iFiWUK
暗号化方式 SEA-2APW

⑫ 神戸大学生活共同組合（神戸大学生協）

 神戸大学生協では本や日用品等の販売，保険の受付，アパート・アルバイト先の紹介，旅行

の手配，食堂の営業をしています。（http://www.kucoop.jp/index.html）
生協は出資金を使って，販売などの活動をしています。出資金 5,000 円を支払い組合員にな

ると，書籍やパソコン等が割引額で購入できます。帰国時に脱退手続きをすると，支払った出

資金と同じ金額を返してくれます。最寄りの生協で加入手続きをしてください。

⑬ 一般的諸注意

1. 大麻等薬物乱用・所持の厳禁

   「覚せい剤」，「大麻」，「MDMA」の使用は日本の法律で厳しく規制されています。留

学生活だけでなく人生そのものを棒に振ることになります。

薬物の乱用は身体的な障害だけでなく，幻覚や妄想，異常行動といった精神神経障害

を引きおこし，人格破綻につながります。禁止薬物の所持，使用，売買等の行為は重大

な犯罪です。決して禁止薬物に関わることのないようにしてください。

2. カルト系団体

大学の内外でスポーツや文化系の「サークル」を装って，学生を勧誘しているカルト

団体に関して新聞等で報道されています。このカルト系団体は，その活動内容を明かす

ことなくフレンドリーに「サークル活動」へ勧誘し，機会を見て事務所に連れて行き，

知らず知らずのうちにマインドコントロールを行います。カルト系団体に入会してしま

うと，皆さんの貴重な時間が奪われるばかりか，精神的・肉体的・経済的にも大変な負

担となり，学生時代が台無しになってしまいます。くれぐれも注意するとともにカルト

系団体であると感じたときは，きっぱりと勧誘を断る強い意志をもって行動してくださ

い。万一，カルト系団体から勧誘活動を受けた場合は，所属の学部又は研究科の教務係，

国際交流課，学務部学生支援課に連絡してください。

－ 10 －

11



11

3. 交通事故の届出

交通ルールを守り，交通事故に遭わないように注意してください。もし交通事故に遭っ

た場合は，直ちに所属の学部又は研究科に届け出てください。

4. 飲酒・喫煙

日本では未成年者（20 歳未満）の飲酒・喫煙は法律で禁止されています。特に飲酒に

ついては急性アルコール中毒による事故が増えています。無理に他人に薦めたり，飲んだ

りしないよう十分注意してください。

⑭ キャリア形成・就職支援

 本学の就職支援は主にキャリアセンターで行っているほか，各学部・研究科でも行っていま

す。国際教育総合センターでは留学生のための日本企業合同説明会である「グローバルジョブ

フェア」と，キャリアセンターと協力して日本の就職活動を学ぶ「留学生のためのグローバル

キャリアセミナー」を開催しています。その他就職に関連した情報提供も行っています。

キャリアセンターや各就職支援センター等では，キャリア形成・就職関連図書，資料等を取

り揃えていますので，気軽に利用してください。

詳しくはホームページ(http://www.career.kobe-u.ac.jp)をご覧ください。

⑮ ハラスメント相談窓口

 ハラスメントの被害にあったときの相談は「ハラスメント相談窓口」の相談員に申し出てく

ださい。また保健管理センター「こころの健康相談」でも相談できます。国際教育総合センタ

ーにも相談室があります（詳しくは７－②）。

 どのような問題も，一人で抱え込まずに相談してください。プライバシーは守られます。相

談することであなたが不利になることは決してありません。

ハラスメント相談窓口については学内専用ホームページ（http://www.ofc.kobe-u.ac.jp/info/
harassement/index.html）をご覧ください。
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４．健康

① 保健管理センター

神戸大学には留学生をはじめとする学生の健康診断や， 日常の健康相談（「からだの健康相

談」，「こころの健康相談」）など，心身の健康に関する専門的業務を行う保健管理センターが

あります。学内には緊急用電話も設置されていて，ワンプッシュで保健管理センターや消防救

急隊（119 番），担当事務室，守衛室へ連絡できるようになっています。

(1) 健康診断

保健管理センターでは，一人ひとりの健康と，大学に集う全ての人達の健康を守るために，

早期発見・早期治療をめざして，法律に基づいた健康診断を入学時だけでなく毎年１回行って

います。異常が発見された場合には，再検査や精密検査，病院や医院への紹介も行っています。

＜年１回の健康診断＞

   日本の大学では全ての学生（留学生を含む）に年１回の健康診断を受検することが法律

で義務付けられています。

   健康診断を受け忘れると，病院や医院で同じ内容の健康診断を受検して，結果を保健管

理センターに提出しなければなりません。未提出の場合は，実習に参加できなくなったり，

授業の単位が得られなくなる等の可能性があります。

   保健管理センターが実施する健康診断を受検すると，奨学金申請や公式スポーツイベン

トへの参加などに必要な健康診断証明書の発行や，異常が発見された場合の精密検査を目

的とした病院への紹介を受けることができます。

 ＜Ｘ線･放射性同位元素･その他の有害物質を使用する人のための特別健康診断＞

   保健管理センターでは，Ｘ線，放射性同位元素，有機溶剤，特定化学物質を使用する学

生や研究者の方を対象に，目や皮膚，血液の検査を含む特別健康診断を行っています。

(2) 救急処置と健康相談

＜救急処置と「からだの健康相談」＞

体の調子がすぐれない時や怪我をした時など，内科の医師と相談したり，応急処

  置を受けることができます。

＜「こころの健康相談」 ＞

あらゆる心の悩みや心配ごとについて，カウンセラーや精神神経科医と相談することが

できます。

来られる前に予約していただくことをお勧めします。
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TEL 078-803-5245,  FAX 078-803-5254 TEL 078-431-6232,  FAX 078-431-6374

神戸大学保健管理センター 神戸大学保健管理センター 深江分室
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② 近隣の病院や医院の例

病院や医院での診察や入院に係る費用を軽減するため，日本の国民健康保険をはじめとする

各種保険に加入しておくことをお勧めします。

科名 医療機関名 受付時間 電話番号 所在地 備考

内科 河原医院 9:00~13:00 
16:30~19:30 

078-851-2206 東灘区住吉本

町 2-12-3 
火・木曜日休診

土曜日午後休診

内科 おがわ内科

クリニック

9:00~12:00 
16:00~19:00 

078-805-3282 灘区灘北通

10丁目1-3-101
木曜日休診

土曜日午後休診

女医，英語対応可

婦人科 川口ﾚﾃﾞｨｰｽ

クリニック

9:30~12:30 
16:00~19:00 

078-881-8208 灘区岩屋北町

7-1-30 ﾗ･ﾒﾙﾍﾞｰ

ﾕﾋﾞﾙ 2F 

水曜日休診

土曜日午後休診

女医，英語対応可

整形外科 はぎの整形

外科

9:30~12:30 
15:30~18:30 

078-842-7576 灘 区 備 後 町

4-1-1-301-3 
ｳｪﾙﾌﾞ六甲道 3
番街1番館3階

水・土曜日午後休診

(毎月最終水曜は終日

休診) 

眼科 宇山眼科 9:00~12:00 
15:30~19:00 

078-871-9875 灘区宮山町

3-3-1 六甲駅

前ビル３Ｆ

木・土曜日午後休診

耳鼻咽喉科 いわくら耳

鼻咽喉科

9:00~12:30 
16:00~19:00 

078-822-3387 灘 区 備 後 町

5-3-1 
ｳｪﾙﾌﾞ六甲道1
番街 1 階

木・土曜日午後休診

皮膚科 西野皮膚科

クリニック

9:30~12:30 
16:00~19:00 

078-806-1112 灘 区 宮 山 町

3-3-1 六甲駅前

ﾋﾞﾙ5階

木・土曜日午後休診

歯科 高端歯科 9:00~12:00 
14:30~18:30 

078-871-6545 灘 区 宮 山 町

3-3-29 
木・土曜日午後休診

全科 六甲病院 8:00~11:30 
内科・外科

13:00~16:00 

078-851-8558 灘 区 土 山 町

5-1 
土曜日休診。内科以外

は診察日を電話で確

認すること

内科・外科・整形

外科・脳外科

西病院 9:00~12:00 
16:00~19:00 

078-821-4151 灘 区 備 後 町

3-2-18 
土曜日午後休診。診療

科により休診日が異

なるので電話で確認

すること。

全科 神戸海星病

院

8:30~11:30 078-871-5201 灘区篠原北町

3-11-15 
診療科により休診日

が異なるので電話で

確認すること。

全科 神戸大学医

学部附属病

院

8:30~11:00 078-382-5111 
国際診療部

078-382-6598 

中 央 区 楠 町

7-5-2 
土曜日休診

全科 神戸医療

センター

8:30~11:00 078-791-5213 須磨区西落合

3-1-1 
土曜日休診

＊ 外国語で対応可能な兵庫県内の病院は、兵庫県医療機関情報システム

（http://web.qq.pref.hyogo.lg.jp/hyogo/ap/qq/men/pwtpmenult01.aspx）でも検索するこ

とができます。

＊ 他にも便利な情報を 33 ページに掲載していますので参考にしてください。
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③ 感染予防措置について

(1) 麻しん，風しんのワクチン接種（予防接種）・抗体検査に関する書類の提出について 

神戸大学では「麻しん風しん登録制度」を定め,入学後のキャンパス内での麻しん，風し

んの流行を防止するため，全ての新入生に次の①，②，③のいずれかを提出していただいて

います。ただし，医学部（医学科，保健学科），大学院医学研究科・保健学研究科では①ま

たは③のいずれかに限ります。 

①  麻しんと風しんのワクチン接種を満 1歳以降に，それぞれについて２回ずつ受け

たことを証明する書類 

②  過去５年以内（平成 26 年４月以降）に麻しんと風しんのワクチン接種を，それ

ぞれについて１回ずつ受けたことを証明する書類 

③ 過去５年以内（平成 26年４月以降）に受けた麻しんと風しんの抗体検査の結果が，

「麻しんと風しんの発症を防ぐのに十分な血中抗体価（次頁参照）を有している

こと」を証明する書類 

＊ ①，② のワクチンは，麻しん・風しん混合ワクチン（ＭＲワクチン）等の混合ワクチ

ンでもかまいません。 

＊ ①，② は医療機関等から発行される証明書で,接種したワクチンの種類と接種年月日が

記載されていることが必要です。 

 ＊ ③ では，次頁の表の血中抗体価の測定方法と測定値が記載され，測定値が同表の判定基

準を満たしていることが必要です。血液検査結果票そのものの提出でもかまいません。

血中抗体価が不十分な場合には，必要なワクチン接種を受け，① か ② を提出してくだ

さい。 

＊ ①，②，③ の書類の組み合わせ，例えば麻しんについては ①，風しんについては ③ を

提出してもかまいません。 

＊ 麻しん，風しんの血中抗体価が不十分にもかかわらず，病気や体質等やむを得ない事情

によってワクチン接種を受けられない場合には，その旨を記載した文書（医師による証

明書等）を提出してください。 

＜提出期限と提出先＞ 

 ・4月入学の学部生全員と，大学院生等（医学研究科，保健学研究科，海事科学研究科を除

く）： 

    4月上旬に保健管理センター（六甲台）で実施される新入生健康診断時に受付へ。 

 ・4月入学の医学研究科，保健学研究科，海事科学研究科の大学院生等： 

   4 月 12 日までに，医学研究科は保健管理センター楠分室へ，保健学研究科は名谷地区

保健管理室へ，海事科学研究科は保健管理センター深江分室へ。 

  （医学研究科，保健学研究科，海事科学研究科の 4月入学者を対象とする健康診断は， 

各キャンパスにおいて上記の新入生健康診断とは別日程で実施されます。） 

 ・10月入学者全員： 

10月中 下旬に保健管理センター（六甲台）で実施される 10月入学者健康診断時に受付

へ。 

(2) 流行性耳下腺炎と水痘のワクチン接種（予防接種）・抗体検査に関する書類の提出につい

て [医学部（医学科，保健学科），大学院医学研究科・保健学研究科の新入生のみ] 

医学部（医学科，保健学科），大学院医学研究科・保健学研究科の新入生には上記の麻し

ん・風しんに加えて，流行性耳下腺炎と水痘についても，ワクチン接種を満 1歳以降にそれ

ぞれについて２回ずつ受けているか，過去５年以内（平成 26 年 4 月以降）に受けた抗体検

査で「発症を防ぐのに十分な血中抗体価（次頁参照）」を有しているか，のいずれかを証明

する書類を所定の書式（教務学生係から配布）により提出していただきます。 

血中抗体価が不十分な場合には，必要なワクチン接種を，満１歳以降にそれぞれについて

２回ずつとなるよう提出期限までに受けてください。（２回のワクチン接種は，４週間以上
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の間隔をおいて受けることが必要です。） 

流行性耳下腺炎，水痘の血中抗体価が不十分にもかかわらず，病気や体質等やむを得ない

事情によって予防接種を受けられない場合には，その旨を記載した文書（医師による証明書

等）を提出してください。 

＜提出期限と提出先＞ 

・4月入学の医学部（医学科，保健学科），医学研究科，保健学研究科の学生： 

   第 1学年の７月末日までに，医学部(医学科，保健学科)は保健管理センター（六甲台）

へ，医学研究科は保健管理センター楠分室へ，保健学研究科は名谷地区保健管理室へ。

（医学部学生は，提出期限に遅れると医学部第１学年時に実施される初期体験臨床実

習等に参加できなくなることがあります。） 

 ・10月入学の医学研究科・保健学研究科の学生： 

   第 1 学年の 12 月末日までに医学研究科は保健管理センター楠分室へ，保健学研究科は

名谷地区保健管理室へ。

発症を防ぐのに十分な血中抗体価の測定方法と判定基準

考備準基定判法方定測

麻しん 

IgG－EIA法 

PA法 

NT法 

8.0以上の陽性 

（16.0以上） ＊  

128倍以上の陽性 

（256 倍以上）＊ 

４倍以上の陽性 

（8 倍以上）  ＊ 

 ３つの測定方法のうち，いずれか 

 で陽性 

＊医学部(医学科・保健学科)，大学院

医学研究科・保健学研究科は，３つの

測定方法のうち, いずれかで 

 （ ）内の値以上の陽性 

風しん 

HI法 

IgG－EIA法 

32倍以上の陽性 

8.0以上の陽性 

 ２つの測定方法のうち，いずれか 

で陽性（HI法を推奨） 

流行性耳下腺炎 IgG－EIA法 4.0以上の陽性 医学部(医学科・保健学科)，大学院

医学研究科・保健学研究科のみ 

水 痘 

IgG－EIA法 

IAHA法 

NT法 

抗原皮内テスト 

4.0以上の陽性 

4倍以上の陽性 

4倍以上の陽性 

5ｍｍ以上の陽性 

医学部(医学科・保健学科)，大学院

医学研究科・保健学研究科 のみ 

4つの測定法のうち,いずれかで陽性

（IgG－EIA法を推奨） 

血中抗体価の測定は，この表の方法によってください。 

  発症を防ぐのに十分な血中抗体価は，測定方法によって異なります。また，単に抗体陽性とさ

れる値よりは高い値なので注意してください。特に，医学部（医学科・保健学科），大学院医学

研究科・保健学研究科では，麻しんの血中抗体価が（ ）内の値以上の陽性であることが必要で

す。 

＊医療機関を受診する際には，このガイドブックを医師に提示するなどして必要な証明書を発行し

てもらってください。（特に，抗体検査を受ける場合は，測定方法と判定基準を確認していただい

てください。） 
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＊各種証明書の提出に当たっての留意事項 

  ①証明書の原本と写し（Ａ４版）１部を持参してください。 

  ②日本語・英語以外の証明書には日本語か英語に翻訳した書面を添付してください。 

(3) 登録及び登録済証の交付 

上記の①，②，③のいずれかを提出した方は，本学から「神戸大学麻疹・風疹登録制度」

に基づく「登録済証」（カードサイズ）の交付を受けることができます。 

(4) 登録済証交付者 

「登録済証」の交付を受けた方は，本学で麻しんや風しんの感染が拡大し，又は拡大する

おそれがあることに伴う授業への出席停止措置（立入禁止措置を含む。）がとられた場合で

も，授業への出席（本学への立入りを含む。）ができます。また麻しんや風しんの流行時で

も，各種の実習や対外試合等を含む課外活動に参加することができます。 

  この感染予防措置に関する問い合わせは 

                  神戸大学保健管理センター  電話 078-803-5245 

                神戸大学学務部学生支援課  電話 078-803-5219

④ その他の感染症の予防

 (1) 結 核

結核に感染する人は，日本では過去に比べて少なくなっていますが，発見が遅れると家族

や周囲の人に感染させる可能性が大きく，治療せずに放っておくと死に至ります。年 1 回の

健康診断を受けることが大切です。健康診断は保健管理センターで実施されますので，健康

診断の案内があれば必ず受検してください。

(2) 性感染症

性感染症は感染した人だけでなく，家族や子孫にまで影響を与える病気です。性感染症の

早期発見のための検査は，保健所や医療機関で受けることができます。

HIV 感染症やエイズについては，エイズ電話相談や保健所での匿名･無料のエイズ検査も

利用できます。

＜エイズ電話相談＞

日本語で応じていますので，日本語のわからない人は通訳できる人と一緒に行くか，

兵庫県国際交流協会・外国人県民インフォメーションセンター（電話 078-382-2052）
に問い合わせてください。

・相談時間 ： 第 2 木曜日 13:00～17:00 
・場 所 ： 兵庫県民総合相談センター 

・電  話 ：  078-360-4946 
＜エイズ検査＞

兵庫県下の保健所では，エイズ検査を匿名・無料で実施していますので，感染の不安

がある方は進んで検査を受けましょう。

(3) 予防接種

ジフテリア，百日咳，麻しん，日本脳炎などの予防接種は予防接種実施医療機関にご相談くだ

さい。
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５．住まいについて

① 神戸大学設置の宿舎

単身室の入居期間は最長１年，夫婦室・家族室は最長 3 年です。

(1) 神戸大学インタ－ナショナル・レジデンス

レジデンスは，1981 年 3 月，海外からの留学生及び研究者のための宿舎として神戸市の

ポートアイランドに建設され，1986 年 3 月に新館が増築されました。2014 年 3 月に内外装

とも改修しました。

建物は鉄筋コンクリート５階建で，留学生用として単身室 109 室，夫婦室 8 室，家族室 4
室があります。全室にエアコン，バス，トイレがついています。

留学生の月額使用料（2019 年 4 月現在）は次のとおりです。

 単身室 D タイプ 18,000 円，E タイプ 21,000 円 

夫婦室 45,000 円，家族室 49,000 円

このほかに，光熱水料，共益費，次の入居者のために居室を清掃する清掃費（１回限り）

が必要です。

共用施設 談話室，ランドリーコーナー，図書室，和室，会議室

居室設備 （単身用）ベッド，ワードローブ（D ﾀｲﾌﾟ除く），机，椅子，履物入れ，電

気スタンド，IH クッキングヒーター，ミニ冷蔵庫

（夫婦室）ベッド，ワードローブ，机，椅子，履物入れ，電気スタンド，

冷蔵庫，IH クッキングヒーター，電子レンジ，食器戸棚，食卓

セット，応接セット，洗濯乾燥機

（家族室）ベッド，ワードローブ，机，椅子，履物入れ，電気スタンド，冷

蔵庫，IH クッキングヒーター，電子レンジ，食器戸棚，食卓セッ

ト，応接セット，洗濯乾燥機，子供用ベッド，子供用机，椅子

通学時間 ポートライナー，電車を利用し，約 40～50 分です。

    募集方法 ７月及び１月頃に国際交流課，所属の学部又は研究科を通じて募集します。

(2) 神戸大学住吉国際学生宿舎

住吉国際学生宿舎は，1997 年 3 月，学生の勉学環境の整備及び国際交流を推進するため

に建設されました。

この宿舎は，鉄筋コンクリート５階建で，日本人学生及び留学生が居住し，留学生用とし

て単身室が 79 室あります。月額使用料（2019 年 4 月現在）は 4,700 円です。

このほかに，光熱水料，共益費，自治会費，入寮時徴収金（入寮時のみ）が必要です。

    共用施設 談話室，キッチン，シャワー室，風呂，ランドリーコーナー

居室設備 机，椅子，本棚，ベッド，ロッカー，下駄箱，トイレ，エアコン，ミニキッチン

（電気クッキングヒーター，ミニ冷蔵庫付），インターネットコンセント

通学時間 バスや電車の利用又は徒歩通学，いずれの場合も約 40～50 分です。

募集方法 ７月及び１月頃に国際交流課，所属の学部又は研究科を通じて募集します。

(3) 神戸大学住吉寮（男子専用）

住吉寮は，1960 年 10 月に，学生の勉学環境の整備のために建設され，2014 年 3 月に居

室を改修しました。全室にエアコン，バス，トイレがついています。

  この宿舎は，鉄筋コンクリート 4 階建で，日本人学生及び留学生が居住し，留学生用とし

て 12 室あります。月額使用料（2019 年 4 月現在）は，18,000 円です。

  このほかに，共益費，光熱水料，自治会費，入寮時徴収金（入寮時のみ）が必要です。

    共用施設 自習室，トレーニングルーム，ランドリーコーナー，図書室，集会室
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    居室設備 机，椅子，折りたたみベッド，ワードローブ，ミニキッチン（IH クッキン

グヒーター，ミニ冷蔵庫付），下駄箱，インターネットコンセント

    通学時間 バスや電車の利用又は徒歩通学，いずれの場合も約 40～50 分です。

 募集方法 ７月及び１月頃に国際交流課，所属の学部又は研究科を通じて募集します。

(4) 神戸大学女子寮（女子専用）

女子寮は，1960 年 10 月に，学生の勉学環境の整備のために建設され，2012 年に居室を

改修しました。全室にエアコン，バス，トイレがついています。

  この宿舎は，鉄筋コンクリート 4 階建で，日本人学生及び留学生が居住し，留学生用とし

て 2 室あります。月額使用料（2019 年 4 月現在）は，18,000 円です。

  このほかに，共益費，光熱水料，自治会費，入寮時徴収金（入寮時のみ）が必要です。

    共用施設 自習室，ランドリーコーナー，集会室

    居室設備 机，椅子，折りたたみベッド，ワードローブ，ミニキッチン（IH クッキン

グヒーター，ミニ冷蔵庫付），下駄箱，インターネットコンセント

    通学時間 バスや電車の利用又は徒歩通学，いずれの場合も約 40～50 分です。

 募集方法 ７月及び１月頃に国際交流課，所属の学部又は研究科を通じて募集します。

(5) 国際交流会館（深江地区）

  留学生用として夫婦室 8 室，家族室 3 室があります。各部屋にユニットバス，トイレ，流

し台，エアコンがあります。

月額使用料（2019 年 4 月現在）は次の通りです。

夫婦室  9,500 円，家族室 11,900 円

このほかに，光熱水料，ゴミ処理費，次の入居者のために居室を清掃する清掃料が必要です。

居室設備（夫婦用）冷蔵庫，衣類乾燥機，洗濯機，食器棚，ベッド，食卓テーブル・

椅子

（家族用）冷蔵庫，衣類乾燥機，洗濯機，食器棚，ベッド，子供用ベッド，食卓テー

ブル・椅子，本棚，机，椅子，子供用机・椅子

    通学時間 六甲台キャンパスへは電車・バスを利用し約 50 分です。海事科学部キャ

ンパスへは徒歩約８分です。

    募集方法 ７月及び１月頃に国際交流課，所属の学部又は研究科を通じて募集します。

(6) 白鴎寮（深江地区）

  留学生用として単身室（男子:3 室，女子:2 室）があり，1 ユニット 4 個室タイプとなって

います。

 月額使用料（2019 年 4 月現在）は，5,900 円です。

このほかに，光熱水料等共益費，自治会費が必要です。

    共用設備（ユニット内） 談話室，キッチン，浴室，洗面所，洗濯室

    居室設備 机，本棚，椅子，ベッド，寝具，ワードローブ，エアコン，トイレ，イン

ターネットコンセント 等

    通学時間 六甲台キャンパスへは電車・バスを利用し約 50 分です。海事科学部キャ

ンパスへは徒歩約８分です。

    募集方法 ７月及び１月頃に国際交流課，所属の学部又は研究科を通じて募集します。
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(7) 国維寮

国維寮は，鉄筋コンクリート 5 階建で，1966 年に日本人男子学生の寮として建設され，

2011 年 10 月に耐震補強等を行い，留学生，日本人，男女混住寮として，リニューアルオー

プンしました。

  留学生用として 110 室があります。

  月額使用料（2019 年 4 月現在）は次のとおりです。

  寄宿料 月額 18,000 円，入寮費 20,000 円，共益費 月額 3,400 円，この他に，光熱水

料が必要です。

    共用施設 自習室，集会室，和室，コインランドリー

    居室設備 折りたたみベッド，机，椅子，バス，トイレ，ミニキッチン（IH クッキ

ングヒーター，ミニ冷蔵庫付），エアコン，ワードローブ，下駄箱，イ

ンターネットコンセント

    通学時間 六甲台キャンパスまでは徒歩の場合及びバス利用の場合とも約 30～40分

程度です。

    募集方法 ７月及び１月頃に国際交流課，所属の学部又は研究科を通じて募集します。

② 民間団体等設置の宿舎

民間団体等が設置する留学生を対象とした宿舎として，次の施設があります。
入居する場合，書類選考のほか面接を行うことがあります。入居希望者が多く，全員が入
居できるとは限りません。

宿舎名称 室数 入居資格 使用料

神戸大学鶴甲ﾊｳｽ
（ｼｪｱﾊｳｽ）

（神戸市灘区）

単身用男子
5 室

留学の在留資格を有する
者

￥29,000 ～ ￥35,000
共益費：￥8,000 （電気，水

道，ガス代等を含む）
清掃費：￥10,000 

兵庫国際交流会館
（神戸市中央区）

夫婦用38室 兵庫県下の大学・短大・高
等専門学校・専修学校（専
門課程）に在籍している外
国人留学生

35,000 円

単身用
159 室

35,000 円
た だ し， 入居 時に 夫婦 室
70,000 円，単身室 35,000 円を
入館費として徴収

(財)木下記念事業
団神戸学生会館
（神戸市中央区）

単身用男子
80室
単身用女子
64室

神戸大学のほか指定する大
学，大学院に在籍する外国
人留学生で正規生。
※国費，政府派遣留学生で
ない者

無料

(財)木下記念事業団
芦屋会館（女子寮）
（芦屋市平田町）

単身用 8 室
同上 無料

(財)木下記念事業団
芦屋浜会館(男子寮) 
（芦屋市平田町）

単身用12 室
同上 無料

(財)木下記念事業団
甲子園会館(女子寮) 
（西宮市甲子園）

単身用18 室
同上 無料

(財)木下記念事業
団奨学会館 (男子
寮) (神戸市中央区
加納町) 

単身用20室
各国2名まで 同上 寮費: 23,000 円 (入寮費: 

50,000 円) ※光熱水料は自己
負担
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③ 民間のアパート

 民間のアパートを探す場合は，神戸大学生活協同組合（http://www.kucoop.jp/travel/room 
-info.html）や不動産業者に行って探してください。アパートを借りるときは，部屋代のほか

に敷金・礼金として部屋代の 2～3 ヶ月分を払わなければならないこともあります。また，日

本では、民間アパートの契約をする時には、一般的に連帯保証人が必要です。神戸大学では、

大学の連帯保証制度（機関保証）を行っていませんので、不動産会社等が指定する民間の保証

会社を利用してください。

④ 住居に関する用語

(1) 敷金（しききん）

  部屋を借りるときに預ける保証金です。通常，敷引（しきびき）といって退去時に一定の

金額は差し引かれ，一部が返還されます。また家賃を滞納している場合や，部屋の物を壊し

たり，傷つけたりした場合は敷引以上の金額が差し引かれます。

退去時の返還金＝敷金－敷引－修繕費

(2) 礼金（れいきん）

  部屋を借りるときにお礼として家主に支払います。通常，家賃の１～２ヶ月分程度です。

礼金は退去時に返ってきません。

(3) 手付金（てつけきん）

  部屋を借りる予約金です。手付金を支払えば，他人はその部屋を借りることはできません。

正式に契約すれば手付金は敷金の一部に組み入れられます。ただし，入居をやめた場合には

手付金は返ってきません。

(4) 共益費（きょうえきひ）

  マンション，アパートの共同使用部分（廊下，玄関等）の電気代，清掃代等で家賃と一緒

に毎月支払います。

(5) 手数料（てすうりょう）

  民間の不動産業者の紹介で部屋を借りることを決めた場合，紹介してもらった手数料（仲介料）と

して不動産業者に支払うお金です。通常家賃の１ヶ月分（法律では上限が家賃の１ヶ月分と定められ

ています）です。

(6) 連帯保証人（れんたいほしょうにん）

ほとんどの賃貸住宅で入居する際に同居人以外の連帯保証人が必要になります。主たる債務者（＝

賃借人）になんらかの事情があったときに代わりに責任を負うのが連帯保証人です。

＊もちろん連帯保証人に迷惑をかけることのないようしなくてはいけません。

(7) 前家賃（まえやちん）

  前月の末までに次の月の家賃を支払うこと。日本の民間のアパートではほとんど前家賃のシステム

をとっているので注意してください。退去の１ヶ月以上前に退去を家主に知らせなければ，ひと月

分の家賃をさらに支払わなければならなくなります。

⑤ 引越しに際して

引越しするときは必ず所属の学部又は研究科の担当係及び連帯保証人に住所変更届を提出してくださ

い。

(1) 家主への連絡

引越しや帰国でアパート等を出ることになれば，２ヶ月～１ヵ月半前に家主に連絡をしてください。

遅れると次の月の家賃も支払うことになります。

(2) 住居地の変更届出

在留期間６ヶ月以上の留学ビザを許可された方が引越しした場合，変更後の住居地に移転した日から

14日以内に，移転前の市区町村にて転出届を行い，移転先の市区町村にて在留カードを提出して住居地
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の届出を行ってください。（同一区（市）内での引越しの場合，転出届は不要です。）

(3) 国民健康保険

区（市）外へ転出する場合は，国民健康保険を現在住んでいる区（市）役所の担当窓口に保険証を返

却し，新住所の区（市）役所で転入してから14日以内に手続きを行ってください。

(4) 郵便

郵便物が新しい住所へ届くように郵便局に転居届を出してください。日本国内であれば１年間無料で

新しい住所へ郵便物を転送してくれます。郵便局の窓口へ身分証明書，印鑑を持って行って手続きして

ください。
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６．奨学金について

① 各種奨学金

私費外国人留学生（外国政府派遣留学生は除く。）を対象とした奨学金として例年次の奨学団体から

募集の案内があり，学業成績及び人物等の諸条件に基づいて選考が行われます。各奨学団体から奨学生

の募集があれば，国際交流課から学部又は研究科を通じてお知らせしますので，掲示に注意してくださ

い。神戸大学ホームページからも募集中の奨学金の募集要項や，募集を終了した奨学金の情報を入手で

きますので確認してください。

http://www.kobe-u.ac.jp/international/student/scholarship/index.html 
 ただし，1つの奨学金に推薦中の者は，他の奨学金を申請することはできません。

奨学金名等 支給対象 指定出身国名等 支給月額 支給期間 募集時期

採用人数 

(継続者 

含む） 

KDDI財団 修士、博士   100,000 
6ヶ月～

1年 
5月 1 

ロータリー米山記念  

奨学会 

修士、 

博士2･3年、 

医博士3･4年 

140,000 

最長2年

(最短修

業年限) 

8月 11 

兵庫県台湾同郷会 

（個人応募） 

学部、修士、

博士、研究生 
台湾 

年額 

120,000 
１年 7～9月 0 

日本台湾交流協会  

（個人応募） 

修士 
台湾 

144,000 最短修業

年限 
8～10月 3 

博士 145,000 

帝人久村奨学金 

博士(自然科

学系) 
60,000  

最短修業

年限 

8月 0 

修士(自然科

学系) 
50,000  1月 0 

似鳥国際奨学財団 

（個人応募） 
学部、修士   110,000 1年 8～11月 4 

平和中島財団 
学部、修士、

博士 
100,000 1年 9月 0 

豊田通商留学生奨学金 学部3年   100,000 2年 9月 0 

藤井国際奨学財団 
学部、修士、

博士 
ｱｼﾞｱ諸国 50,000  

最短修業

年限 

(継続審

査有) 

9月 1 
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本庄国際奨学財団  

（個人応募） 
修士、博士   

150,000～

200,000 

最短修業

年限 
9～10月 2 

綿貫国際奨学財団 修士、博士 

韓国、台湾、ﾍﾞﾄﾅﾑ、

ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、ﾏﾚｰｼｱ等

のｱｼﾞｱ諸国及び太

平洋上諸国 

150,000 1年 9月 1 

JTアジア奨学金 修士、博士 ｱｼﾞｱ諸国 150,000 最長2年 9月 1 

丹羽宇一郎奨学金 

（個人応募） 

修士、博士 

(社会科学系)
中国 70,000  １年 9月 0 

伊藤国際教育交流財団 

（個人応募) 
修士   180,000 2年以内 10月 0 

堀田育英財団 
学部、修士、

博士 
80,000  最長2年 10月 0 

大塚敏美育英奨学財団 

（大学推薦） 

修士、博士 

(医学、経営

学、工学分

野) 

年額  

1,000,000

～ 

2,000,000

1年 

10月 4 

大塚敏美育英奨学財団 

（個人応募） 
3～5月 2 

川嶋章司記念ｽｶﾗｰｼｯﾌﾟ 

基金 

学部3年以上、

修士、博士 
  100,000 

最長2年

(継続審

査有) 

10月 0 

ヨネックススポーツ振興

財団 

（個人応募） 

学部(体育学

専攻またはｽ

ﾎﾟｰﾂに秀で

る者） 

50,000  

1年 10～12月 0 
修士、博士

(体育学専攻

またはｽﾎﾟｰﾂ

に秀でる者) 

60,000  

生命保険協会留学生  

奨学金（セイホスカラー

シップ） 

学部3年、 

修士1年 
ｱｼﾞｱ諸国 100,000 2年 10月 0 

寺浦さよ子記念奨学会 
学部、修士、

博士 
100,000 1年 10月 3 

三菱商事留学生奨学金 
学部3年以上 100,000 最短修業

年限 
11月 3 

修士、博士 150,000 

国際ソロプチミスト女子

学生奨学金 

学部、修士、

博士 

(女子のみ) 

100,000 1年 11月 0 

共立国際交流奨学財団 

学部、修士、

博士 ｱｼﾞｱ諸国 
100,000 最長2年

11月 1 

学部 60,000  1年 
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みずほ国際交流奨学財団 

学部2・3年、

修士、   

博士1年 

100,000 

最長2年

(最短修

業年限) 

11月 1 

岩谷直治記念財団 国際

留学生奨学助成 

（個人応募） 

修士、博士 

(自然科学

系) 

東ｱｼﾞｱ・東南ｱｼﾞｱ 150,000 1年 12月 0 

佐藤陽国際奨学財団 

（春募集） 

学部 

(新入生) 

中国･韓国･台湾を

除くｱｼﾞｱ諸国 

150,000 

最長2年

(最短修

業年限) 

11月 0 修士(新入

生)、 博士

(新入生) 

180,000 

佐藤陽国際奨学財団 

（秋募集） 

学部 150,000 
6月 0 

修士、博士 180,000 

安田奨学財団 学部2年   100,000 最長3年 11月 1 

加藤朝雄国際奨学財団 

修士 

ｱｼﾞｱ諸国 

130,000 最長2年

(最短修

業年限) 

12月 3 

博士 150,000 

市川国際奨学財団 

 （春募集） 
修士、博士 

ｱｼﾞｱ諸国 100,000 

2年 1月 3 

市川国際奨学財団 

 （秋募集） 
学部 1年 8月 2 

富士ｾﾞﾛｯｸｽ(株）小林基金 

（個人応募） 

博士 

(人文・社会

科学) 

ｱｼﾞｱ・大洋州諸国
上限 年額

1,200,000
1年 1～2月 2 

神戸学生青年センター 

六甲奨学基金 

学部、修士、

博士 
ｱｼﾞｱ地域 50,000  1年 1月 0 

川西記念新明和教育財団 
修士2年、 

博士2･3年 
ｱｼﾞｱ諸国 50,000  1年 1月 2 

服部国際奨学財団 
学部、修士、

博士 
ASEAN諸国 100,000 最長2年 1月 1 

千趣留学生奨学財団 

学部1年、 

修士1年、 

博士1年 

東ｱｼﾞｱ・東南ｱｼﾞ

ｱ・ﾛｼｱ極東地区 
100,000 

1年 

（延長審

査有) 

1月 21 

井植記念会  修士   50,000  最長2年 2月 2 

SGH財団 

学部3年、 

修士1年、 

博士2年 

ASEAN加盟国 100,000 2年 2月 0 
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神戸市留学生奨学金 

（神戸・菅原奨学金） 

学部3年以上、

修士、博士 
  80,000  1年 2月 14 

石橋財団奨学金 （前期） 修士、博士 

(美術史専

攻) 

150,000 最長2年

2～3月 0 

石橋財団奨学金 （後期） 4～6月 0

JEES留学生奨学金（修学）
学部2年以上、

修士、博士 
  30,000  最長2年 2月 0 

JEES留学生奨学金（少数

受入国） 

学部・修士・

博士 

少数受入国出身者

（73カ国） 
50,000  最長2年 2月 0 

山岡育英会 

修士1年、 

博士2年 

(工学・農学･

海事系) 

東ｱｼﾞｱ・東南ｱｼﾞｱ

諸国 
100,000 2年 2月 1 

朝鮮奨学会 

学部 

韓国籍・朝鮮籍 

25,000  

1年 2月 2 修士 40,000  

博士 70,000  

ドコモ留学生奨学金 

修士1年 

(通信・情報

処理関連分

野) 

東・東南･南ｱｼﾞｱ諸

国 
120,000 2年 2月 0 

旭硝子財団 
修士1年、  

博士1年 

ﾀｲ、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、中国、

韓国 
100,000 

最短修業

年限 
3月 0 

イオン・スカラシップ 
学部2・3年、

修士1年 

中国、韓国、ﾏﾚｰｼｱ、

ﾀｲ、台湾、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ、ﾍﾞﾄﾅﾑ、ｶﾝ

ﾎﾞｼﾞｱ、ﾗｵｽ、ﾐｬﾝﾏｰ、

ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ 

100,000 

+授業料 

2年 

（継続審

査有） 

3月 6 

安田奨学財団 

（スポーツ枠） 

学部1･2･3年 

(体育学専攻

またはｽﾎﾟｰﾂ

に秀でる者) 

100,000 
最短修業

年限 
3月 0 

小林国際奨学財団 
学部3年 

ｱｼﾞｱ諸国 
150,000 最短修業

年限 
3月 2 

修士、博士 180,000 
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ヒロセ国際奨学財団 

学部(理工学

系) 
ｱｼﾞｱ諸国 

150,000 

1年 3月 1 
修士、博士

(理工学系) 
200,000 

日本証券奨学財団 
修士1年 東ｱｼﾞｱ・東南ｱｼﾞｱ

諸国 

50,000  最短修業

年限 
3月 2 

博士1年 55,000  

西村奨学財団 

学部3年、 

修士1年 

(大阪府内在

住者) 
南西ｱｼﾞｱ・東ｱｼﾞ

ｱ・東南ｱｼﾞｱ諸国 
120,000 

最長2年

3月 5 

博士1年  

(大阪府内在

住者) 

最長3年

フジシールパッケージ 

ング教育振興財団 
学部3年   100,000 2年 3月 0 

清水育英会 

学部2年以上、

修士 

(建築・土

木・都市計画

等の専攻分

野) 

  50,000  
最短修業

年限 
3月 0 

JEES日本語教育普及奨学

金（検定） 

学部･修士・

博士 

(日本語教育

能力検定試

験合格者) 

50,000  最長2年 3月 0 

三菱UFJ信託奨学財団 

修士、博士

(社会科学・

工学系) 

ASEAN加盟国 100,000 
最短修業

年限 
3月 2 

学習奨励費 
学部、修士、

博士、研究生 
48,000  1年 4月 12 

学習奨励費 

（6ヶ月採用） 

学部、修士、

博士、研究生 
48,000  6ヶ月 9月 7 

双日国際交流財団 
学部3･4年 70,000  最長2年

(最短修

業年限) 

4月 1 
修士、博士 100,000 

ウシオ財団（特別枠） 

（個人応募） 
修士、博士 中国 120,000 

最短修業

年限 
4～5月 0 
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味の素奨学会 

修士、博士 

(食・栄養・

保健分野) 

ｱｼﾞｱ、ｱﾌﾘｶ、南米 150,000 最長2年 4月 0 

村田海外留学奨学会 

学部、修士、

博士 

(経済学、 

法学、工学 

分野) 

年額 

150,000 
1年 5月 5 

瀧川奨学財団 
修士1年、 

博士1年 

文系：

30,000 

理系：

33,000 

最短修業

年限 
5月 2 

兵庫県私費外国人留学生

奨学金 

学部、修士、

博士 
30,000  1年 5月 28 

兵庫県私費外国人留学生

奨学金（アジア新興国枠）

学部、 

修士1年、 

博士1･2年、

医博士1～3年

中国･韓国･台湾･

香港を除くｱｼﾞｱ 

及び中近東 

30,000  2年 5月 0 

畑利春基金奨学金(神戸

大学基金) 

学部、修士、

博士 
30,000  １年 6月 18 

神戸大学外国人留学生後

援会奨学金 

学部、修士、

博士、研究生 

年額 

100,000 
1年 6月 20 

日揮・実吉奨学会   

（第二種） 

学部、修士、

博士、研究生 

(医学系を除

く理工系) 

年額 

250,000 
1年 7月 1 

住友商事奨学金(神戸大

学基金) 

学部4年、 

修士2年、 

博士3年 

ﾍﾞﾄﾅﾑ 100,000 1年 
7月 

1月 
1 

三木瀧蔵奨学財団 学部1年 

中国、韓国、香港、

台湾、ｲﾝﾄﾞ、ﾛｼｱ、

ｱﾗﾌﾞ首長国連邦他

30,000  
最短修業

年限 
- 2 

＊ 上表は平成 30 年度の募集を参考に掲載したもので募集の都度支給対象，月額等が変わることがあ

ります。
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② 国費外国人留学生（国内採用） ※年度により募集が行われないことがあります。

  募集通知  所属の学部又は研究科を通じて行います。

募集時期  毎年10～11月頃

応募資格  私費外国人留学生として在籍し，成績が特に優秀な者（他の奨学金（自国政府含む）等

の支給を受けるものは除く。）

学部留学生 最終学年に進級する者で，満26歳未満の者（ただし，医学専攻の者は

満28歳未満の者）

         研究留学生 大学院の修士課程に正規生として進学する者及び在学する者

大学院の博士課程に正規生として進学する者及び在学する者

               修士・博士課程とも満35歳未満の者 

奨 学 金  学部留学生  120,000円（2015年度実績）

研究留学生 非正規生 146,000円（2015年度実績）

修士課程 147,000円（2015年度実績）

博士課程 148,000円（2015年度実績）

※奨学金の金額は，改正されることがあります。

③ 国費外国人留学生の延長申請

   募集通知  所属の学部又は研究科を通じて行います。

募集時期  毎年11～12月頃（ただし，4月期の新規渡日者で渡日直後の10月に進学を希望す

る場合は4月）

応募資格  国費外国人留学生において進学に伴い奨学金の支給期間延長を希望する者で，特に優秀

であると認められる者。

なお，進学区分［研究生→修士又は専門職・博士，修士又は専門職→博士，学部→

修士又は専門職，医学部→博士］により申請条件等が異なりますので，注意してく

ださい。

※申請しても，必ず認められるものではありません。
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７．留学生のための支援制度

① チューター制度
外国人留学生の教育・研究について個別に課外指導を行い，留学生の学習・研究効果の向上を図るこ

とを目的としてチュ－タ－がつけられます。
チュ－タ－は，指導教員の推薦により，留学生の専攻する分野に関連のある学生のなかから選ばれま

す。
チュ－タ－がつけられるのは，原則として，学部留学生については，大学進学後の最初の２年間，研

究留学生については，渡日後最初の１年間を対象とされています。
詳細は，所属の学部又は研究科に問い合わせてください。

② 留学生のための相談窓口
 国際教育総合センター留学生教育部門の相談室では，留学生の修学上・生活上の諸問題について，専
任教員が個別指導を行っています。相談内容は，指導教員との関係，奨学金・授業料，宿舎，家族，医
療などです。また神戸大学では，ほとんどの部局に留学生相談窓口があり，留学生専門教育教員が相談
に当たっています。

③ 日本語教育
神戸大学国際教育総合センターでは、留学生のみなさんの日本での生活と学修を支援するため、留学

生それぞれのニーズに応じて日本語が学べるように、レベル・内容とも多様な日本語科目を開講してい
ます。神戸大学に入学を許可された留学生ならだれでも、受講できます。追加の授業料を払う必要はあ
りません。（テキスト購入のための費用は自己負担です。） 
神戸大学から単位が出るものは一部だけですが、履修登録をすれば、全ての科目について、評価を出

すことが可能です。（大学院生が学部生対象の科目に履修登録することはできません。また、研究生はど
の授業にも履修登録できません。ただし、いずれの場合も聴講は可能です。） 
※交換留学生がこの評価を自分の大学の単位に換算できるかどうかは、自分の大学で確認してください。

日本語科目の概要 
・レベルについて 
授業は初級（ないし入門）・初中級・中級・中上級・上級までのレベル別に行われます。 
自分のレベルに合った授業を取れるよう、事前にレベルチェックテストを受けることを推奨します。 

・日本語科目の種類について 
次の3つのタイプの科目があります。タイプによって履修登録の条件や神戸大学からの単位付与の有
無、申し込み方法が異なります。異なるタイプの科目を組み合わせて履修することもできます。各タ
イプの詳細は下の説明を見てください。 
・A. 総合日本語科目 
・B. 日本語・日本事情科目 
・C. 集中日本語科目 

A.総合日本語科目 
神戸大学の学部留学生・大学院留学生（交換留学生を含む）はだれでも履修登録できます。（ただし神
戸大学から単位は出ません。）初級から上級までの授業があります。自分のニーズやレベルに合った授
業を選んで履修してください。 

1. 初級から中上級レベルまで 
レベル別に下記の授業を提供しています。特に記載のないものは、全クォーターで週1回開講してい
ます。 
 日本語の基礎的な語彙や文法を中心に学ぶコース：各レベル週2～4回。週1回のみ受講も可。 
聴解・会話、読解、作文、漢字・語彙の技能別科目 
※初級レベルは、「読解・作文」で1科目。 

   日本人とのコミュニケーションの基礎について学ぶ科目（初級）：1Q, 3Q 
 日本文化を学ぶ科目（初中級）
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 日本語能力試験対策のための科目：N1対策（中上級）1Q～3Q,  N2対策（中級）3Q 
 日本について日本語で研究するための基礎知識を学ぶ科目（中上級）：3Q, 4Q 

2. 上級レベル 
上級レベルの科目は下記の3つです。上級レベルの科目については、「B.日本語・日本事情科目」も参
照してください。 
会話の技能向上に特化した科目 
 異文化コミュニケーションについて議論する科目
 ビジネス日本語について学ぶ科目

B. 日本語・日本事情科目 
学部留学生（交換留学生を含む）だけが履修登録でき、神戸大学から単位が出ます。全て上級レベル
の授業です。全クォーターで週1回開講しています。 
 作文、文法、聴解・会話、読解の技能別授業
 日本事情

C. 集中日本語科目 
主として、日本での学習や研究のために、集中的な日本語学習が必要な留学生を対象とした科目です。
初級～上級までのレベル別に、1週間にレベルによって8または10時限の日本語の授業を受けます。
この科目はセメスター制で（15 週間）、原則として全ての授業に出席する必要があります。また、定
員があるため、事前に受講申し込みが必要です。受講者の選考では、日本政府奨学金留学生が優先さ
れます。 

この科目を受講したい人へ 
申し込みの条件や方法をよく読み、必ず事前に指導教員に相談したうえで、所定の期日までに指導教員
を通じてメールで申し込みをしてください（交換留学生の場合、指導教員が誰になるかは自分の学部で
確認してください）。 

④ 神戸大学外国人留学生後援会
 神戸大学に在籍する外国人留学生に対する援助を行うことを目的として後援会が設けられています。
援助が必要になったときは，国際交流課，所属の学部又は研究科の留学生担当係に申し出てください。 

⑤ Truss
Trussは，神戸大学公認課外活動団体です。「留学生と共に考え行動する」という理念に基づき，留

学生の支援，国際交流活動を行っています。 
http://truss-newhp.jimdo.com/ 

⑥ KOKORO-Net in 神戸
KOKORO-Net in 神戸は，留学生や外国人研究者，またその家族との交流，支援活動を行っているボ

ランティア団体です。 
http://home.kobe-u.com/kokoronet/ 

⑦ 三井Vネット（三井ボランティアネットワーク事業団）

 三井Vネットは，三井グループ企業出身のボランティア団体です。留学生とその家族を対象として「一

対一交流」を行っています。

   http://www.mv-net.com/index.html 
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８．帰国に際して

① 帰国旅費申請 （国費外国人留学生のみ対象）

 国費外国人留学生には所定の留学期間が終わり帰国を希望する場合，原則として成田国際空港（ただ

し，神戸大学最寄りの関西国際空港による方が経済的な場合は関西国際空港）から自国帰宅先の最寄り

の国際空港までのエコノミ－クラス航空券が支給されます。

帰国旅費を希望する留学生は，所定の期日までに所属の学部又は研究科を通じて手続きしなければな

りません。

② 帰国前の手続き

下記の手続きを忘れずに行ってから帰国してください。

(1) 大学での手続き

事務室，図書館，神戸大学生協へ学生証等各種カードの返却

(2) 大学以外での手続き

・宿舎，電話，電気，ガス，水道，インターネット契約等の解約手続き

・アパートの家主及び連帯保証人への通知

・国民健康保険証の返却及び海外への転出届出（市・区役所）

  ・脱退一時金請求のための手続き（国民年金加入者のみ）

  ・銀行・郵便局（口座）の解約（奨学金受給者は最終の振込みの後に行ってください。）

・奨学団体へお礼のハガキ送付，母国の住所連絡

③ 出国手続き

 出国空港（関西国際空港など）で出国証印を受け，審査官に在留カードを返してください。

④ 卒業・修了後

みなさんと卒業・修了後もつながりをもつため，住所やメールアドレス等連絡先に変更がある場合は，

kisc-koryu@edu.kobe-u.ac.jp (International Alumni-Net)まで連絡をください。

必ず，①氏名②学部／学科③卒業年度④指導教員⑤自宅住所⑥勤務先住所⑦Ｅ-mail アドレスを記入し

てください。

グリーティングカードやホームカミンデイ等イベント案内を送付します。いただいた情報は神戸大学

のデータベースで管理します。

卒業生・修了生への情報を掲載していますので是非 International Alumni-Net のウェブサイト

（http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/alumni/Top.html）を見てください。

⑤ 海外同窓会

本学は日本国内同窓会をはじめ14カ国・地域に留学生同窓会が組織されています。卒業生・修了

生への情報を掲載していますので是非ウェブサイト

(http://www.kobe-u.ac.jp/international/student/alumni/index.html)を見てください。
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９．学外の留学生相談窓口など

窓口 相談内容 曜日 言語 時間

兵庫県国際交流協会

外国人県民ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

http://www.hyogo-ip.or.jp/information_c
enter/ 
078-382-2052 

生活相談 月～金

日本語・英語・中国

語・スペイン語・ポ

ルトガル語

9:00-17:00 

法律相談

(要予約) 月 同上 13:00-15:00 

神戸国際協力交流センター

http://www.kicc.jp 
078-291-8441 

生活相談

月～金 英語・中国語

10:00-12:00 
13:00-17:00 

金 韓国語・朝鮮語

火・木
スペイン語・

ポルトガル語

月・水 ベトナム語

水 フィリピノ語

出入国・在留

関係に関す

る相談

（要予約）

第１，第

３水
英語・中国語 13:00-16:00 

入国管理局・

外国人在留総合ｲﾝ ﾌ ｫ ﾒ ｰ ｼ ｮ ﾝ ｾ ﾝ ﾀ ｰ

0570-013-904 

出入国・在留

関係に関す

る相談
月～金

英語・韓国語

中国語

スペイン語

8:30-17:15 

AMDA（アジア医師連絡協議会）

国際医療情報センター大阪オフィス

http://amda-imic.com 
050-3598-7574 

医療相談

（電話）

英語・中国語 9:00-17:00 
月～金 ・スペイン語

多文化共生センターひょうご

http://www.tabunka.jp/hyogo/ 
078-453-7440 

医療・健康相

談
金

日本語・英語

スペイン語

ポルトガル語

15:00-20:00 

ラジオ

(多言語放送局) 
FM COCO-LO 

(76.5MHz) 

曜日 言語 放送時間

月曜 韓国語

神戸市政・生活情報

月・火・水・木20:20-20:40 

火曜 中国語

水曜 英語

木曜 スペイン語

金曜 ポルトガル語

神戸大学ホームページには皆さんにとって重要な情報が掲載されています。

常に確認するようにしてください。

http://www.kobe-u.ac.jp/（日本語トップページ）

http://www.kobe-u.ac.jp/topics/visitor/sd/index.html （在学生の方へ）

http://www.kobe-u.ac.jp/international/student/index.html（在学中の留学生の方へ）

http://www.kobe-u.ac.jp/en/index.html（英語トップページ）

http://www.kobe-u.ac.jp/en/study_in_kobe/for_international_students.html 
（For International Students）
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1

学部・研究科等 

Department
電話番号／メールアドレス 

Phone number／Email 
国際交流課 

International Exchange Division
交換留学について／Exchange Program （078）803-5262 

intl-exchange@office.kobe-u.ac.jp 

日本語授業について／Japanese Language Class 

日本政府（文部科学省）奨学金について 

Monbukagakusho/MEXT Scholarship 

（078）803-5263 

intl-suishin@office.kobe-u.ac.jp 

住居・奨学金について／Residence, Scholarship （078）803-5264 

intl-ryulife@office.kobe-u.ac.jp 

総務／General Affairs （078）803-5265 

intl-ryusoumu@office.kobe-u.ac.jp 

文学部・人文学研究科 

Faculty of Letters 

Graduate School of Humanities 

（078）803-5595 

lkyomu@lit.kobe-u.ac.jp 

国際人間科学部 

Faculty of Global Human Sciences 

グローバル文化学科（鶴甲第１キャンパス）／

Department of Global Cultures 
（078）803-7530 

gicls-kyomugakusei@office.kobe-u.ac.jp

発達コミュニティ学科，環境共生学科，子ども教育

学科（鶴甲第２キャンパス）／Department of Human 

Development and Community,Department of 

Environment and Sustainability,Department of 

Child Education 

（078）803-7924 

hudev-kyomu@office.kobe-u.ac.jp 

国際文化学研究科 

Graduate School of Intercultural Studies 

（078）803-7530 

gicls-kyomugakusei@office.kobe-u.ac.jp

人間発達環境学研究科 

Graduate School of Human Development and Environment 

（078）803-7924 

hudev-kyomu@office.kobe-u.ac.jp 

法学部・法学研究科 

Faculty of Law，Graduate School of Law 

（078）803-7234 

law-kyomu@office.kobe-u.ac.jp 

経済学部・経済学研究科 

Faculty of Economics，Graduate School of Economics 

（078）803-7247 

econ-kyomu@office.kobe-u.ac.jp 

経営学部・経営学研究科 

School of Business Administration 

Graduate School of Business Administration 

（078）803-7260 

bkyomu@b.kobe-u.ac.jp 

理学部・理学研究科 

Faculty of Science，Graduate School of Science 

（078）803-5767 

sci-kyomu@office.kobe-u.ac.jp 
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2

学部・研究科等 

Department
電話番号／メールアドレス 

Phone number／Email 
医学部医学科・医学研究科 

School of Medicine(Medicine),Graduate School of 
Medicine 

（078）382-5205 

kyomu1@med.kobe-u.ac.jp（学部） 

daigaku@med.kobe-u.ac.jp（大学院） 

医学部保健学科・保健学研究科 

School of Medicine (Health Science) 

Graduate School of Health Sciences 

（078）796-4504 

kyoumu@ams.kobe-u.ac.jp 

工学部・工学研究科，システム情報学研究科 

Faculty of Engineering 
Graduate School of Engineering,  
Graduate School of System Informatics

（078）803-6350 

eng-kyomugakusei@office.kobe-u.ac.jp 

農学部・農学研究科 

Faculty of Agriculture 
Graduate School of Agricultural Science

（078）803-5928 

ans-kyomu@office.kobe-u.ac.jp 

海事科学部・海事科学研究科 

Faculty of Maritime Sciences 
Graduate School of Maritime Sciences

（078）431-6225 

fmsc-gakusei@office.kobe-u.ac.jp 

国際協力研究科 

Graduate School of International Cooperation Studies 
（078）803-7267 

gsics-kyomu@office.kobe-u.ac.jp 

科学技術イノベーション研究科 

Graduate School of Science,Technology and Innovation
（078）803-5474 

stin-kyomu@office.kobe-u.ac.jp 
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西暦
(Western calendar)

和暦
(Japanese calendar)

西暦
(Western calendar)

和暦
 (Japanese calendar)

1980年 昭和(Showa)55年 2001年 平成13年

1981年 昭和56年 2002年 平成14年

1982年 昭和57年 2003年 平成15年

1983年 昭和58年 2004年 平成16年

1984年 昭和59年 2005年 平成17年

1985年 昭和60年 2006年 平成18年

1986年 昭和61年 2007年 平成19年

1987年 昭和62年 2008年 平成20年

1988年 昭和63年 2009年 平成21年

1989年
昭和64年

平成(Heisei)元年(1)
2010年 平成22年

1990年 平成2年 2011年 平成23年

1991年 平成3年 2012年 平成24年

1992年 平成4年 2013年 平成25年

1993年 平成5年 2014年 平成26年

1994年 平成6年 2015年 平成27年

1995年 平成7年 2016年 平成28年

1996年 平成8年 2017年 平成29年

1997年 平成9年 2018年 平成30年

1998年 平成10年

1999年 平成11年

2000年 平成12年 2020年 新元号2年

西暦和暦早見表   Western/Japanese Calendar Conversion Chart

2019年

平成31年
（5月1日以降は新元号）

新元号(the new era name)元年(1)
the new era name after Heisei will start

on 1st May 2019.
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神戸大学国際教育総合センターでは、2名の留学生アドヴァイザー（専任教員）が、留学生の修

学・生活に関する相談に応じています。何か心配なこと、相談したいことがあれば、気軽に連絡し

てください。 
Two international student advisors (faculty members) of Kobe University Center for 
International Education offer advising and counseling services for international students of 
Kobe University. Please feel free to contact us, if you have any problem or concern. 

 
 学習・研究に関する相談         Advice regarding study and research 
 生活に関する相談              Advice regarding daily life 
 身体や心の健康に関する相談    Advice regarding physical and psychological health issues 
 経済に関する問題              Advice regarding financial problems 
 学生生活に関する情報提供      Information on international student life
 

2019年度 後期 相 談 指 導 時 間  
2019 Second Semester Advising and Counseling Hours 

10:30        12:00   13:30         15:00        16:30 
 月 Monday 河合 Kawai   黒田 Kuroda 
 火 Tuesday 河合 Kawai  河合 Kawai  
 水 Wednesday 黒田 Kuroda    
 木 Thursday   黒田 Kuroda 黒田 Kuroda 
 金 Friday 河合 Kawai    

 
場所：神戸大学百年記念館 国際教育総合センター（旧留学生センター）2階相談室 

Location: Kobe University Centennial Hall, Center for International Education 
 (Former International Student Center) 2F, Counseling & Advising Room 

 
なるべく、事前にE-mailあるいは電話で予約を取ってください。上記のスケジュール以外で、相談があるときは

E-mail または電話で連絡してください。緊急の場合には、オフィスに直接来てください。 
Please be advised to make an appointment via E-mail or phone to avoid any time conflict. If you would 
like to speak to an advisor at a time other than when they are available in the above schedule, please 
contact the advisor via E-mail or phone. In the case of an emergency, all advisors are available for 
consultation in their offices. 
 
留学生アドヴァイザー International Student Advisors 
河合成雄 教授 Prof. KAWAI Naruo   
対応言語：英語・イタリア語・日本語 Languages available: English, Italian, and Japanese 
℡(078) 803-5279 #5279  E-mail: nkawai@kobe-u.ac.jp 
 
黒田千晴 准教授 Associate Prof. KURODA Chiharu 
対応言語：英語・中国語・日本語 Languages available: English, Chinese, and Japanese 
℡(078) 803-5296 #5296  E-mail: kuroda@port.kobe-u.ac.jp 
 
相談室 Counseling & Advising Room :℡(078) 803-5278 #5278 
 

神戸大学留学生相談 

Advising and Counseling Services for  
International Students of Kobe University 
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あなたの命
いのち

を守
ま も

るためにしてほしいこと 

Things we would like you to do to protect yourselves  
神⼾
こうべ

には⼭
やま

と海
うみ

があります。 
Kobe is surrounded by mountains and the sea. 

⼭側
やまがわ

は⼤⾬
おおあめ

が降
ふ

ると⼟砂
どしゃ

災害
さいがい

があぶないです。 
On the mountain side, heavy rainfalls can cause dangerous landslides. 

海側
うみがわ

は台⾵
たいふう

の時
とき

の⾼潮
たかしお

や地震
じしん

の時
とき

の津波
つなみ

があぶないです。 
In the seaside area high tides caused by typhoons and tsunami caused by earthquakes are very dangerous. 

また、どこにいても地震
じしん

があぶないです。 
Wherever you might be, earthquakes are always a danger. 

あなたの 命
いのち

を守
まも

るために、以下
い か

の 情 報
じょうほう

をよく確認
かくにん

して、⼟砂
どしゃ

災害
さいがい

や地震
じしん

、津波
つなみ

にそなえてください。 
In order to protect yourself we ask you to check the following information and take the following precautions for 
landslides, earthquakes and tsunami. 
 

☛ 灘区
なだく

・東灘区
ひがしなだく

・中央区
ちゅうおうく

のハザードマップを⾒
み

てください。⼟砂
どしゃ

災害
さいがい

、洪⽔
こうずい

、津波
つなみ

の危険
きけん

があるところを確認
かくにん

してください。 
   Look at the hazard map for the Nada, Higashi-Nada and Central Ward areas, to check for places that are under threat 

during a landslide, flood or tsunami.  

http://www.city.kobe.lg.jp/safety/prevention/map/tokubetugou_new.html 
 
 
 
 

 

☛ ひょうご防災
ぼうさい

ネット https://bosai.net/に登録
とうろく

してください。（多⾔語
た げ ん ご

防災
ぼうさい

情 報
じょうほう

） 

Register yourself at the following (Multilingual disaster information) site https://bosai.net/ 

   ひょうご防災
ぼうさい

ネットにメールアドレスを登録
とうろく

すると、兵庫県
ひょうごけん

や神⼾市
こ う べ し

から 

緊 急
きんきゅう

情 報
じょうほう

や地震
じしん

情 報
じょうほう

・津波
つなみ

情 報
じょうほう

・気象
きしょう

警報
けいほう

・避難
ひなん

情 報
じょうほう

を受
う

け取
と

ることができます。 
When you register your mail address with this site, you will receive information on emergencies, earthquakes, 
tsunami, adverse weather, evacuation procedures etc. 

対応
たいおう

⾔語
げ ん ご

：⽇本語
に ほ ん ご

・英語
え い ご

・中国語
ちゅうごくご

・韓国語
かんこくご

・フランス語
ご

・ドイツ語
ご

・スペイン語
ご

・ポルトガル語
ご

・イタリア語
ご

・インドネシア語
ご

・ベトナム語
ご

・タイ語
ご

 

Languages: Japanese/ English / Chinese / Korean / French / German / Spanish / Portuguese / Italian / Indonesian / Vietnamese / Thai 
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☛ ⼟砂
どしゃ

災害
さいがい

があぶないとき、 南
みなみ

（海側
うみがわ

）に逃
に

げてください。 
If there is any danger of landslides please hurry to the south (towards to the sea) 

南
みなみ

（海側
うみがわ

）にある避難所
ひなんじょ

（⼩ 学 校
しょうがっこう

や中 学 校
ちゅうがっこう

など）に⾏
い

ってください。 
Go to an evacuation center (elementary or junior high schools etc) in the south of the city (down by the sea area)  

 

☛ 津波
つ な み

や⾼潮
たかしお

があぶないとき、海
かい

岸
がん

・河
か

川
せん

から離
はな

れ、北
きた

（⼭側
やまがわ

）に逃
に

げてください。 
If there is any danger from a tsunami, hurry to the north (high ground in the mountain area). 
Stay away from the beach or rivers. 

⾼
たか

くて頑 丈
がんじょう

なコンクリートのビルに逃
に

げてください。 
Find refuge in a tall strongly built concrete building. 
 

☛ 3
みっ

⽇分
かぶん

の⽔
みず

と⾷
た

べ物
もの

をいつも準備
じゅんび

してください。 
Please prepare 3 days supplies of water and food.  

地震
じしん

や⼟砂
どしゃ

災害
さいがい

があると、電気
でんき

やガス、⽔
みず

が⽌
と

まることがあります。 
If there is an earthquake or landslide, turn off electricity, gas and water.   

⽣
い

きのびるために、 3
みっ

⽇分
かぶん

の⽔
みず

と⾷
た

べ物
もの

をいつも準備
じゅんび

してください。 
Please prepare 3 daysʼ supplies of water and food, to help you survive longer.  
 

☛ 緊 急
きんきゅう

・災害
さいがい

時
じ

等
とう

の対応
たいおう

マニュアルをよく読
よ

んでください。 
Please read the manuals for how to respond in an emergency or disaster situation. 

 
 
 
 
 

☛ 神⼾
こ う べ

⼤学
だいがく

から安否
あ ん ぴ

確認
かくにん

システム（ANPIC）が送
おく

られてきたらすぐに返信
へんしん

してください。 
  Please immediately report your status when you receive an email from Kobe University Safety confirmation system 

(ANPIC). 
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Libraries

Library Rules QR Codes

Mascot Character

Supporting Departments Contact

Please mind your manners.
WEB SITE

LINE Stickers

TWITTER CONTACT
FORM

Be aware of the food and drink policy.

No pizza delivery to Library buildings.

Be aware of copyright law 
when photocopying library items.

General Library
Library for Intercultural Studies

Library for Social Sciences

Library for Science and Technology

Library for Humanities

Library for Human Development Sciences

Library of Research Institute for 
Economics & Business Administration

Library for Medical Sciences

Library for Health Sciences

Library for Maritime Sciences

Faculty/Graduate School of Intercultural Studies
Faculty of Global Human Sciences

Department of Global Cultures

Faculty/Graduate School of Economics
Faculty/Graduate School of Business Administration
Faculty/Graduate School of Law
Graduate School of International Cooperation Studies

Faculty/Graduate School of Science
Faculty/Graduate School of Engineering
Faculty/Graduate School of Agriculture/Agricultural Science
Graduate School of System Informatics
Graduate School of Science, Technology and Innovation

Faculty of Letters
Graduate School of Humanities
Center for International Education

Faculty of Human Development
Graduate School of Human Development and Environment
Faculty of Global Human Sciences

Department of Human Development and Community
Department of Environment and Sustainability
Department of Child Education

Research Institute for Economics and Business Administration 

School/Graduate School of Medicine
Kobe University Hospital

School of Medicine Faculty of Health Sciences
Graduate School of Health Sciences

Faculty/Graduate School of Maritime Sciences

shakei-service@lib.kobe-u.ac.jp

llibsvc@lib.kobe-u.ac.jp

nlibsvc@lib.kobe-u.ac.jp

plibsvc@lib.kobe-u.ac.jp

mlibsvc@lib.kobe-u.ac.jp

glibsvc@lib.kobe-u.ac.jp

dlibsvc@lib.kobe-u.ac.jp

wlibsvc@lib.kobe-u.ac.jp

tosyo@rieb.kobe-u.ac.jp

I am Uriko, the little boar 
from Kobe University Library. 

Nice to meet you!

https://lib.kobe-u.ac.jp/en/ @KobeU_Lib

http://line.me/S/sticker/1362250/en

LIBRARY GUIDE

More
Info mr ation

kobe university library
https://lib.kobe-u.ac.jp/en/

2018.4 KOBE UNIVERSITY LIBRARY
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ON CAMPUS ON THE WEB

Basic Services Facilities

Frequently Asked Questions

Library Account Services Search

Login & Off-campus

PCs & Equipment

Other Facilities

Library Card

Entering the Library

Returning

Reference

Visiting Other Libraries

Borrowing

Learning Commons

Group Study Rooms

Copiers

Desktop Computers

Printer

Wi-Fi

Laptop Lending

Accessories

Your Loans

Photocopy/ILL (*Fee-based)

Renewals

Reservation/Intercampus delivery service

Suggesting a purchase

Bookmark & Tag

Alert Services

OPAC

Discovery Service

E-journals/E-books/Databases

Knossos (Single-sign-on system)

VPN

Where are the foreign books?

Where are the textbooks for learning Japanese? What does the flower-shaped, red-bordered
label            on book spine mean?

What kinds of books are shelved separately?

Can I borrow transformers and adapters?

Check the status of items you have 
borrowed or reserved.

Request photocopying or interlibrary loan service.

Reserve returned books or request 
an intercampus delivery.

Alerts you to the latest books in your speci�c 
�elds of interest.

Your favorite books can be saved as bookmarks and 
your own private tag(s) can be added to a library record.

Submit suggestions for library purchases.

Extend the due date of items online (once only).
From the second time you must bring the items 
with you to the information desk.

Check the materials available in 
the Kobe University Library.

Search a wider range of information than 
OPAC, including articles or dissertations.

Access the Kobe University Library’s E-resources 
on our website.

Signing onto Knossos once enables you to use the 
above services during the same browser session.

Connects your network environment with the 
on-campus network even when you are o�site.

A library card can be issued in your supporting library 
if you don’t have a plastic student ID card. 

For international students belonging to the Center 
for International Education, your supporting library 
is the Library for Humanities.

Pass through the library gate using your library card.

Books may be returned to any library
in Kobe University.

You cannot borrow additional books if you have 
1 or more overdue books.

Please feel free to ask library sta� about how to 
search for articles or books, etc.

You can visit other university libraries for research. 
Please ask at the information desk in advance. 

Your student ID card or library card is required 
to borrow books.

Please ask at the information desk about using 
books held in laboratories.

Learning spaces for group work such as seminar 
activities, meetings, and discussions.

Separate rooms for group work such as seminar 
activities, meetings, and discussions. 

Reservation is required in some libraries.

Coin or card-operated copiers are available for 
photocopying library materials.
Black-and-white printing only.

Login with your ISTC account (student ID) to 
use these facilities.

Computer workstations (iMacs) are provided 
for your research.

A Printer Card purchased at the University 
Coop is required to use the printers for iMacs.
A4 size black-and-white printing only.

Wi-Fi access to the campus network is available 
in every library.
ssid KUWiFi-x or KUWiFi-w

Laptop PCs are available at the General Library 
and the Library for Social Sciences.

Accessories such as headphones and extension 
cords are available in some libraries.
Please ask at the information desk.

Foreign Books (written in languages other than 
Japanese, Chinese, or Korean) are located in the 
closed stacks separately from Japanese Books in some 
of the libraries. Usually labels are red-bordered.

Please look at the books which have call number 
810 and ask at the information desk. It means those books are for in-library use only.

Some of them may be borrowed for one day.
Please apply to the information desk if you 
wish to use these items outside the library.

Some books such as reference materials, 
oversized books, rare collections etc are shelved 
separately from ordinary books.

�e electrical voltage and plug shape used in Japan are 
di�erent from many other countries, but transformers 
and plug adapters are not available for lending.

*

*

*

禁帯出

*

*
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Guidance for
International Students and Researchers on

Security Export Control

Office of Security Export Control
Kobe University 

Simultaneous pursuit of 
Preventing goods/technologies from its
conversion to military use and
Enhancement of global collaboration Concept of Security Export Control

in Kobe University (6S)

Suitable for Kobe University
Simple Procedure
Satisfactory Legal Requirements
Self Check First
Supervised by Expert

& Sustainable Management

Office of Security Export Control
Kobe University
1-1 Rokkodai-cho, Nada-ku, Kobe 657-8501 JAPAN
phone: +81-78-803-6682/6690
e-mail: osec-anzen@office.kobe-u.ac.jp
http://www.kobe-u.ac.jp

1st edition (July 2011)
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1

1. What is Security Export Control?

The purpose of this guidance is to explain Security Export Control in Kobe 
University to international students and researchers. This guidance affords the 
perspective of Security Export Control, e.g. what, how and who is regulated from 
viewpoint of international students and researchers. 

In order to maintain both national and international peace and security, the 
Japanese Government strictly regulates not only weapons but also military-sensitive 
goods and technologies that are convertible to military use. The Foreign Exchange 
and Foreign Trade Act prohibits exporters or suppliers, including universities and 
individual(s) regardless of Japanese and foreigners, from exporting any sensitive 
goods and providing any sensitive technologies controlled by the list regulation 
and/or catch-all regulation. Regulated export and supply is available only after 
Government licence. Any export/supply of controlled goods or technologies without 
licence constitutes a crime with legal penalty applied not only to individual(s) but also 
to the university involved.  

   
Any university has to comply carefully with the Foreign Exchange and Foreign  

Trade Act in order to avoid possible “security holes” that could emerge as a result of 
the university’s openness.

Kobe University declares to enhance its globalization complying with Security 
Export Control. Therefore all members of Kobe University including international 
students and researchers are required to act subject to the Foreign Exchange and 
Foreign Trade Act.

     
Security Export Control  is performed in two steps. The first step is List Control 

while the second step is Catch-all Control.

1.List  Control
Any sensitive goods and technologies are regulated subject to “List of 

Controlled Goods and Technologies” described in the next page.

2. Catch-all Control
Even though export of goods and supply of technologies are not controlled 

by List Control, they shall be checked according to Catch-all Control procedure.
The purpose of Catch-all Control is to prevent diversion of sensitive goods 

and technologies not controlled by List Control from civil use to military use by 
checking its end-use, end-user, type of Weapon(s) of Mass Destruction (WMD) 
or designated countries.

1. What is Security Export Control? ··················································································· P2
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2. What is Legal Status of International
Students and Researchers?

Regardless of Resident or Non-Resident, when you send/carry sensitive goods 
to foreign countries or provide sensitive technologies to Non-Residents in Japan or 
elsewhere, you are requested to consult your advising professors or the like whether 
or not such actions have legal problem of Security Export Control.

What is Resident and Non-Resident?
Each member of Kobe University is requested to recognize the transition of 

his/her legal status, e.g. “Resident or Non-Resident”, subject to the Foreign 
Exchange and Foreign Trade Act in Japan. “Resident or Non-Resident” does not 
depend on nationality but is defined as follows.

Non-Resident is an individual staying in Japan for less than 6 months, while 
Resident is an individual residing in Japan for more than 6 months.

Resident status will change into Non-Resident if you are staying abroad for more 
than 2 years. If you, as Resident, stay abroad for study or research keeping your 
residence in Japan, you are still classified as Resident.

(a) International Student
If you stay in Japan for less than 6 months, you are classified as Non-Resident, 

who is in a position of receiving goods and technologies from Resident. Exporting or 
supplying sensitive goods/technologies received in Japan is under strict regulations. 

If you stay for more than 6 months, notwithstanding for what reason, you are 
classified as Resident. It is also under strict regulations to export or provide sensitive 
goods/technologies. If you work in Japan after your graduation, you will be classified 
as Resident. After your graduation, your action will be regulated subject to the 
Foreign Exchange and Foreign Trade Act while the University Rule ceases to apply.

(b) International Researcher
If you don’t have an employment relationship, your legal status is the same as  

that of (a).
If you have an employment relationship with Kobe University, you are classified 

as Resident as of hire date. Necessary procedure for Security Export Control is the 
same as (c).

(c) Foreign Professor
You are classified as Resident as of hire date. 
When you export sensitive goods or provide sensitive technologies to Non- 

Residents, please consult with Security Export Control Advisor through the  
administrative office of your graduate schools, institutes or centers.

List of Controlled Goods and Technologies
Some goods may be controlled by more than one classification. For details or the 

latest information on Security Export Control, visit the following METI website.
http://www.meti.go.jp/policy/anpo/englishpage.html

Examples in the following list only show the broad concept of controlled goods 
and technologies. Belonging to any category of the list does not decisively mean to 
constitute “controlled”. Therefore it is necessary to judge if the specific goods or 
technologies satisfy or not the detailed specifications in the list. 

Firearm, Explosive, Military equipment, Bacterial agent, Biopolymer, 
Biocatalyst, DNA, Vector, Virus etc.

Nuclear fuel, Reactor, Radioactive substance, Numerical control 
machine, Oscillator, Nuclear-related equipment etc.

Raw material/equipment for production of chemical weapon

Organism/toxin/gene usable for BW, Virus, Bacillus, DNA, 
Equipment for production of BW etc.

Rocket, Unmanned aerial vehicle (UAV), Propellant, Engine, 
Composite, Equipment for production/test/guidance/control of 
rocket/UAV, Flight controller etc.

Fluorine compound, Definitive polymer, Definitive alloy, Composite, 
Organic fiber, Carbon fiber etc.

Bearing, Robot, Machine tool/component/controller for 
coating/measuring/feedback equipment etc. 

IC, LSI, Power device, Semiconductor substrate, Microwave, Solar 
battery, Magnetic recorder, Signal analyzer, Oscilloscope, Signal 
generator etc.

Computer, Printer, HDD, Component/accessory

Transmission equipment, Electronic changer, Phased array 
antenna, Encryption/jamming equipment etc.

Optical detector, Camera, Laser oscillator, Radar etc.

Accelerator, Gyroscope, Inertial navigation system etc.

Submersible/hydrofoil vessel, Salvage system, Underwater 
robot/vision system, Sonar navigation etc.

Space vehicle, Gas turbine engine, Satellite etc.

Powder metal fuel, Diesel engine, Robot, Controller, Tear gas, 
Explosive detection equipment etc. 

Inorganic fiber, Conductive polymer, Digital transmitter, Radar, 
Engine etc.

1. Weapon

2. Atomic energy
    (Nuclear weapon)

3. Chemical weapon

3-2. Biological weapon
      (BW)

4. Missile

5. Advanced material

6. Material processing
         /manufacturing

7. Electronics

8. Computer

9.Telecommunications
       /Information security

10. Sensor/Laser

11. Navigation/Avionics

12. Marine

13. Propulsion system

14. Miscellaneous

15. Sensitive
      goods/equipment

Export Licence Controlled Goods/Technologies

Classifications Examples
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3. What is Security Export Control Rule of
Kobe University?

Security Export Control Rule is included in Rules and Regulations of Kobe 
University.

The following actions are controlled subject to security regulations: 
1) send/carry sensitive goods or technologies to foreign countries including 

your home country; or
2) supply sensitive technologies to Non-Resident in any country including 

Japan. 
While you are a student in Kobe University, you have to consult your advising 

professor or the like prior to the export of sensitive goods or the supply of sensitive 
technologies related to activity in Kobe University. The professor will check according 
to the Prior-Check Flowchart. Based on its result, if necessary, Security Export 
Control Office will judge whether or not the export licence is required.

Table of Legal Status

1) has left Japan to work for an office in a 
foreign country and stays in a foreign 
country

2) has left Japan to stay in a foreign 
country for 2 years or longer and stays 
in a foreign country

3) stays in a foreign country for  2 years or 
longer since leaving Japan

4) falls under the aforementioned 1)  to
   3), temporarily returns to Japan and  

stays in Japan for less than 6 months

1) lives in a foreign country 

2) engages in official tasks of a foreign 
government or an international  
organization

3) is a diplomat, consular, or attache or 
servant of a diplomat or consular

  (However, needs to be appointed or hired 
in a foreign country) 

1) a foreign firm located in a foreign 
country

2) a Japanese firm's branch office, local 
office or other office located in a foreign 
country

3) a foreign Embassy/Consulate located in 
Japan

1) lives in Japan

2) works for a   
Japanese 
Embassy/ 
Consulate 
abroad

1) works for an 
office in Japan

2) stays in Japan 
for more than 6 
months after 
entry into Japan

 

1) a Japanese firm 
located  in Japan

2) a foreign firm's 
branch  office, 
local office or 
other office 
located in Japan

 
3) Japanese 

Embassy/
Consulate
abroad

Japanese 
citizen

Alien

Corporation

Classifications Resident Non- Resident

President

Administrative Office of
Graduate Schools,

Institutes and Centers

Advising Professor

International Students and Researchers

Framework of Security Export Control
at Kobe University

Office of
Security Export Control

report2nd Examination

1st Examination

consult

report

submission

review/judge

review/judge

check

notice

notice

notice

recheck

Prior-Check

5 6
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4. How to comply with Security Export
Control Rule at Kobe University?

Typical goods and technologies are exemplified as follows:  

Goods (Items)  

• Equipment, sample, prototype and special ly designed component or 

accessories for the equipment

Technologies (Service)   

• Information, data,  know-how, manual

e.g. HDD, flash memory, software program for developing/improving for 

design or evaluation, manufacturing know-how, quality assessment data, 

user manual, blueprint, specifications, technical guidance and operational 

know-how

Typical actions controlled are exemplified as follows:

Export   

• Sending goods or taking goods with you abroad (including bringing back from 

abroad)  

Supply  

• Oral transfer by phone, sending by e-mail, paper, CD-ROM, flash memory and 

other storage media, disclosure at a private gathering or discussion, disclosure 

to visitors during a tour of the facility.

• Presentation at the open conference and disclosure in journal papers are NOT 

regulated, even if providing sensitive technologies EXCEPT severely sensitive 

ones (e.g. nuclear weapons.)

• The difference between the above two cases is that, in the former the 

recipient(s) is definite, while in the latter the recipients are indefinite.

         

What to do? 

① Please check each sensitive goods/technologies according to Prior-Check 

Flowchart on page 8 with your advising professor or the like.

② Personal belongings not related to the activity of the university are exempted 

from the rules of the university. However, you should comply with the regulations 

under the Foreign Exchange and Foreign Trade Act.

Prior-Check Flowchart

A)
Providing
technologies to Non-
Resident 

B)
Accepting an
international student,
researcher or a visitor

  C) 
Taking or sending
goods abroad

Submitting a paper; or
Giving a presentation
at a conference/public
symposium etc. 

He/she is employed by a
firm/institution in Japan;
or
has been staying in
Japan for more than 6
months

Taking a laptop
computer, which is
available on the
consumer market, out of
the country for self-use
and returning with it

Providing
undisclosed data
by e-mail etc.;
or
Discussing on
undisclosed data
etc.;
or
Providing
undisclosed data to
overseas
researchers

Providing undisclosed data
or exhibiting undisclosed
laboratory etc. 

Technology is already
publicly known;
or
Technology is for patent
application only;
or
Research is in the basic
science fields
(researching principles
of phenomena in natural
science fields through
theories or experiments)

Disclosure
to the
indefinite
recipients

Check completed
①

Consult Security Export Control
Advisor through your advising

professor

②

Ask your
advising
professor
for further

procedures

③

NoNo

No

Yes
Yes

Yes

No

No No

No

Yes

Yes Yes

Yes

7 8
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Q1 - What are the points to consider when taking a laptop computer or a mass 

storage device such as a USB abroad?

A1 - When you are only taking the laptop computer or a USB for self-use and not  

providing technologies, such actions are not regulated. However if the 

technologies are provided to an end-user who intends to use the technologies to 

develop WMD, you have to consult your advising professor to obtain a licence.

Q2 - What are the points to consider when taking sensitive goods abroad?

A2 - When taking sensitive goods (trial sample, chemical substance, apparatus 

and sample of bacillus/bacterium etc.) listed as Export Licence Controlled Goods 

(see page 3), a licence may be required even if there is no plan to provide them 

to anyone. Please consult with your advising professor for Prior-Check to clarify 

whether export of such goods is controlled or not.

Q3 - What are the points to consider when giving a presentation at an academic 

conference?

A3 - Academic conferences and the like, which are open to the general public, 

qualify for licence exceptions. However, presentations at closed meetings and 

personal information exchanges at receptions do not qualify for exception.

Q4 - My research area is indicated in the List of Control led Goods and 

Technologies as requiring a licence. Would I need a licence to send a related 

scientific information by e-mail or telephone conversation to my colleague in my 

home institution?

A4 - Yes. Transmitting regulated technologies by e-mail, websites or phone to 

Non-Resident may require a licence. Please consult with your advising professor 

for further procedure.

Q5 -The manufacturer of the goods I plan to take abroad tells me that it is in 

compliance with Foreign Exchange and Foreign Trade Act. Can I skip the 

process of consultation with my advising professor?

A5 - It is the responsibility of the University to determine whether or not the 

goods are controlled. Please consult with your advising professor in order to 

receive confirmation document from the manufacturer stating that the goods are 

not controlled.

Q6 - Whom should I ask if I think Security Export Control Rule may apply to my 

future action?

A6 - If you suspect your actions may be controlled by Security Export Control 

Rule, please consult your advising professor first. Consultation with Security 

Export Control Advisor is available through your advising professor.

Q7 - What are the points to consider when temporarily going back to my home 

country?

A7 - If you return to your home country keeping your residence in Japan, your 

status Resident/Non-Resident will remain unchanged. You are requested not to 

provide any sensitive technologies to Non-Resident wherever such supply is 

done. Please note that the goods which not related to the activities of the 

university, such as souvenirs or personal belongings, are exempted from 

Security Export Control Rule of Kobe University. Therefore you should 

individually follow the regulations under the Foreign Exchange and Foreign 

Trade Act .

Q8 - Approximately how long does it take to obtain a licence for regulated 

sensitive goods or technologies?

A8 - It takes basically 90 days after the submission of the licence application. It 

may be necessary to obtain the licence beyond 90 days in the complicated case. 

You had better consult your advising professor well in advance.

Frequently Asked and Answered Questions Frequently Asked and Answered Questions

9 10

*Answer to personnel not hired by Kobe University *Answer to personnel not hired by Kobe University
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Guidance for
International Students and Researchers on

Security Export Control

Office of Security Export Control
Kobe University 

Simultaneous pursuit of 
Preventing goods/technologies from its
conversion to military use and
Enhancement of global collaboration Concept of Security Export Control

in Kobe University (6S)

Suitable for Kobe University
Simple Procedure
Satisfactory Legal Requirements
Self Check First
Supervised by Expert

& Sustainable Management

Office of Security Export Control
Kobe University
1-1 Rokkodai-cho, Nada-ku, Kobe 657-8501 JAPAN
phone: +81-78-803-6682/6690
e-mail: osec-anzen@office.kobe-u.ac.jp
http://www.kobe-u.ac.jp

1st edition (July 2011)
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Events on Center for International 
Education

• New international Student Orientation 
and   Welcome party
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• Field Trips／ Ski Tour
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• Field Trips／ Ski Tour
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• KISS  

Kobe University International Students' Symposium
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・International Student Homecoming Day
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・Career Seminar
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Other Supports and 
Events
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Student Advising & 
Counseling

Truss

KOKORO-Net

international exchange 
programs with the local 
community
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Japanese Language/ 
Studies Programs
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Academic Calendar
4 5 7 9 10 11 1 3

Apr May Jul Sep Oct Nov Jan Mar2019-2020

6 8 12 2
Jun Aug Dec Feb

1st Semester (Spring Semester) 2nd Semester (Fall Semester)

学期制

Semester
System

 S1 Classes

夏休み

Summer
holiday

 S2 Classes

春休み

Spring
holiday

Apr 5 - Aug 5 Oct.3 - Feb.10

クオーター

制

Quarter
System

Ｑ1 Classes Ｑ2 Classes Ｑ3　Classes Ｑ4　Clases

 Apr 5 - Jun 6 Jun 10 - Aug 5 Oct 1 - Nov 27 Nov 29 - Feb 4
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Class Levels

•Advanced

•Upper Intermediate

• Intermediate

•Upper Elementary

• Elementary
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Types of Japanese classes

1) Integrated Japanese Language Classes

2)  Japanese Language and Japanese 
Studies Classes

3) Intensive Japanese Language Course
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Integrated Japanese 
Language Classes

Japanese Language and 
Japanese Studies  Classes

Comprehensive (Semi-intensive) classes
 Skill-based classes:

Listening & Speaking, Reading, Writing and Kanji/Vocabulary  
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I’m busy with my major studies, but I need to write research
papers in Japanese, so I want to improve my Japanese reading
and writing ability. I will also take the listening and conversation
class for presentations.

MON TUE WED THU FRI

１ Major class Major class

２ Major class Major class

３
Japanese Ⅳ
(Reading)

Major class
Japanese Ⅰ

(Composition)

４ Major class
Japanese Ⅲ

(Conversation)

I need to take only one class for my major course, but it seems 
too hard to take all the Japanese classes that I can take. I would 
like to take classes for learning Japanese grammar, writing, Kanji 
and Culture.

MON TUE WED THU FRI

１ Major class

２
Upper 

Elementary 
Japanese Ⅰ

Upper 
Elementary 
Japanese Ⅲ

Upper 
Elementary 
Japanese Ⅳ

３
Japanese Culture  

I

Upper 
Elementary 

Japanese Writing

Upper 
Elementary Kanji 
and Vocabulary
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Daily Conversation!

Kanji & 
Vocabulary? 

Research paper!

Writing?

Listening?
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Intensive Japanese Course
83



As of Aug 27, 2019 
 

  国際教育総合センター ⽇本語科⽬ 授業時間割 (2019年第3クォーター） 
  CIE Japanese Language Course   Class Timetable 授業期間 Class Term: 2019/10/1-2019/11/28 

【Level】①初級 Elementary ②初中級 Upper Elementary ③中級 Intermediate ④中上級 Upper Intermediate ⑤上級 Advanced 
【Period】1時限 8:50-10:20 2時限 10:40-12:10 3時限 13:20-14:50 4時限 15:10-16:40 

 
 時間割コード Class Code 

レベル 
Level 

曜⽇ 
Day 

時限 
Period 

科⽬名 Subject 
 

担当教員 Lecturer 教室 
Room 

学部 
Undergraduate 

修⼠
Master 

博⼠
Doctor 

単位
Credit 

① ⽉ MON 1 ⽇本語⼊⾨ IA Introductory Japanese IＡ ⽥村 Tamura 101A 3R421 3R621 3R821 0 

① ⽊ THU 2 ⽇本語⼊⾨ ⅡA Introductory Japanese IIA ⽮⽥ Yada 101A 3R423 3R623 3R823 0 

① ⽕ TUE 1 ⽇本語初級 IA Elementary Japanese IA 福明 Fukumyo 101A 3R501 3R701 3R901 0 

① ⽊ THU 1 ⽇本語初級 IIA Elementary Japanese IIA ⽮⽥ Yada 101A 3R503 3R703 3R903 0 

② ⽉ MON 2 ⽇本語初中級 IA Upper Elementary Japanese IA ⽥村 Tamura 102 3R509 3R709 3R909 0 

② ⽕ TUE 2 ⽇本語初中級 IIA Upper Elementary Japanese IIA 利岡 Toshioka 102 3R511 3R711 3R911 0 

② ⽊ THU 2 ⽇本語初中級 IIIA Upper Elementary Japanese IIIA 川嶌 Kawashima 102 3R513 3R713 3R913 0 

② ⾦ FRI 2 ⽇本語初中級 IVA Upper Elementary Japanese IVA 村井 Murai 102 3R515 3R715 3R915 0 

③ ⽉ MON 2 ⽇本語中級 IA Intermediate Japanese IA 岡⽥ Okada ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 3R517 3R717 3R917 0 

③ ⽕ TUE 2 ⽇本語中級 IIA Intermediate Japanese IIA 福明 Fukumyo ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 3R519 3R719 3R919 0 

③ ⽔ WED 2 ⽇本語中級 IIIA Intermediate Japanese IIIA 前⽥ Maeda ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 3R521 3R721 3R921 0 

③ ⽊ THU 2 ⽇本語中級 IVA Intermediate Japanese IVA 朴 秀娟 Park S. ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 3R523 3R723 3R923 0 

④ ⽕ TUE 1 ⽇本語中上級 IA Upper Intermediate Japanese IA ⿑藤 Saito 102 3R525 3R725 3R925 0 

④ ⽔ WED 3 ⽇本語中上級 IIA Upper Intermediate Japanese IIA ⼤塚 Otsuka 102 3R527 3R727 3R927 0 

④ ⽊ THU 1 ⽇本語中上級 IIIA Upper Intermediate Japanese IIIA 朴 秀娟 Park S. 102 3R529 3R729 3R929 0 

④ ⾦ FRI 1 ⽇本語中上級 IVA Upper Intermediate Japanese IVA ⽥村 Tamura 102 3R531 3R731 3R931 0 

 

総合⽇本語科⽬ Integrated Japanese【Skill-based classes】 
レベル 
Level 

曜⽇ 
Day 

時限 
Period 

科⽬名 Subject 
 

担当教員 Lecturer 教室 
Room 

学部 
Undergraduate 

修⼠
Master 

博⼠
Doctor 

単位
Credit 

① ⽔ WED 1 ⽇本語聴解・会話初級A Elementary Japanese Listening and Speaking A 前⽥ Maeda 102 3R533 3R733 3R933 0 

① ⽔ WED 1 ⽇本⼈とのコミュニケーション⼊⾨ Introductory seminar for communication with Japanese people ⿊⽥ Kuroda ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 3R431 3R631 3R831 0 

① ⽔ WED 3 ⽇本語読解・作⽂初級A Elementary Japanese Reading and Writing A 野村 Nomura 101A 3R551 3R751 3R951 0 

① ⾦ FRI 3 ⽇本語漢字・語彙初級A Elementary Japanese Kanji and Vocabulary A 村井 Murai 101A 3R569 3R769 3R969 0 

② ⽉ MON 3 ⽇本⽂化演習 IA Japanese Culture IA 實平 Sanehira ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 3R579 3R779 3R979 0 

② ⽕ TUE 3 ⽇本語作⽂初中級A Upper Elementary Japanese Writing A 播磨 Harima 102 3R561 3R761 3R961 0 

② ⽔ WED 2 ⽇本語聴解・会話初中級A Upper Elementary Japanese Listening and Speaking A 實平 Sanehira 101A 3R425 3R625 3R825 0 

② ⽊ THU 3 ⽇本語読解初中級A Upper Elementary Japanese Reading A 朴 鍾祐 Park J. 102 3R553 3R753 3R953 0 

② ⾦ FRI 3 ⽇本語漢字・語彙初中級A Upper Elementary Japanese Kanji and Vocabulary A 福井 Fukui 102 3R571 3R771 3R971 0 

③ ⽕ TUE 3 ⽇本語作⽂中級A Intermediate Japanese Writing A ⼤﨑 Osaki 101A 3R563 3R763 3R963 0 

③ ⽔ WED 1 ⽇本語聴解・会話中級A Intermediate Japanese Listening and Speaking A 利岡 Toshioka 101A 3R427 3R627 3R827 0 

③ ⽔ WED 3 ⽇本語特別演習 IIA（JLPT N2対策） Japanese for Specific Purposes IIA (for JPLT N2 level) 前⽥ Maeda ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 3R585 3R785 3R985 0 

③ ⽊ THU 2 ⽇本語特別演習 IIIA（地域における国際交流） Japanese for Specific Purposes IIIA (International Exchange on a regional basis) ⿑藤 Saito 304 3R587 3R787 3R987 0 

③ ⽊ THU 3 ⽇本語読解中級A Intermediate Japanese Reading A 川嶌 Kawashima 101A 3R555 3R755 3R955 0 

③ ⾦ FRI 4 ⽇本語漢字・語彙中級A Intermediate Japanese Kanji and Vocabulary A 福井 Fukui 101A 3R573 3R773 3R973 0 

④ ⽕ TUE 2 ⽇本語特別演習ⅣA（研究基礎演習） 
 

Japanese for Specific Purposes ⅣA(Seminar for learning basic research in Japanese) ⿑藤 Saito 304 3R589 3R789 3R989 0 

④ ⽕ TUE 3 ⽇本語作⽂中上級A Upper Intermediate Japanese Writing A 島津 Shimazu ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 3R565 3R765 3R965 0 

④ ⽕ TUE 4 ⽇本語聴解・会話中上級A Upper Intermediate Japanese Listening and Speaking A ハリソン Harrison ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 3R429 3R629 3R829 0 

④ ⽔ WED 4 ⽇本語漢字・語彙中上級A Upper Intermediate Japanese Kanji and Vocabulary A ⼤塚 Otsuka 101A 3R575 3R775 3R975 0 

④ ⽊ THU 3 ⽇本語読解中上級A Upper Intermediate Japanese Reading A 宮本 Miyamoto ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 3R557 3R757 3R957 0 

④ ⽊ THU 4 ⽇本語特別演習 IA（JLPT N1 対策） Japanese for Specific Purposes IA(for JLPT N1 level) 川嶌 Kawashima 101A 3R583 3R783 3R983 0 

⑤ ⽉ MON 1 ⽇本語会話上級A Advanced Japanese Speaking A 岡⽥ Okada ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 3R549 3R749 3R949 0 

⑤ ⽉ MON 3 異⽂化コミュニケーション演習A Intercultural Communication A ⿊⽥ Kuroda 101A 3R593 3R793 3R993 0 

⑤ ⾦ FRI 1 ⽇本語特別演習 VA（ビジネス⽇本語） Japanese for Specific Purposes ⅤA (Business Japanese) 河合 Kawai ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 3R591 3R791 3R991 0 
 

⽇本語・⽇本事情科⽬【Japanese Language ・ Japanese Studies Course】 
レベル 
Level 

曜⽇ 
Day 

時限 
Period 

科⽬名 Subject 
 

担当教員 Lecturer 教室 
Room 

学部 
Undergraduate 

修⼠
Master 

博⼠
Doctor 

単位
Credit 

⑤ ⽕ TUE 2 ⽇本事情ⅡＡ Japanese Studies ⅡＡ 實平 Sanehira 101A 3R409 N/A N/A 0.5 

⑤ ⽕ TUE 4 ⽇本語Ⅷ A（読解） Japanese Ⅷ Ａ (Reading) 朴 秀娟 Park S. 101A 3R407 N/A N/A 0.5 

⑤ ⽔ WED 2 ⽇本語ⅤＡ（作⽂） Japanese ⅤＡ (Composition) 利岡 Toshioka 102 3R401 N/A N/A 0.5 

⑤ ⽊ THU 1 ⽇本語ⅥＡ（⽂法） Japanese ⅥＡ(Grammar) ⿑藤 Saito ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 3R403 N/A N/A 0..5 

⑤ ⽊ THU 4 ⽇本語ⅦＡ（会話） Japanese ⅦＡ(Conversation) ハリソンHarrison ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 3R405 N/A N/A 0.5 

［履修登録期間 Registration Period］2019/10/1〜10/14 ［履修取消期間 Withdrawal Period］2019/10/15~10/21 
［授業時間数 Class hours］週1回×8週 (総時間数15時間）1 class per week ×8 weeks (Total 15 hours) 

総合⽇本語科⽬（セミ・インテンシブ）Integrated Japanese【Comprehensive (Semi-Intensive) classes】 

3rd Quarter 
2019 

84

http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/1.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/88.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/2.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/89.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/3.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/4.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/5.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/6.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/7.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/8.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/9.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/10.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/11.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/12.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/13.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/14.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/15.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/16.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/17.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/18.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/19.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/20.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/21.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/22.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/23.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/24.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/25.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/26.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/27.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/28.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/29.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/30.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/31.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/32.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/33.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/34.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/35.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/36.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/37.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/38.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/39.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/40.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/41.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/42.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/43.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/44.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/45.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/90.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/91.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/92.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/93.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/94.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/95.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/96.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/97.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/98.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/99.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/100.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/101.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/102.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/103.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/104.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/105.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/106.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/107.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/108.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/109.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/110.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/111.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/112.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/113.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/114.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/115.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/116.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/117.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/118.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/119.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/120.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/121.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/122.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/123.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/124.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/125.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/126.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/127.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/128.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/129.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/130.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/131.pdf
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/uploads/sy/132.pdf


As of Aug 27, 2019 
 

  国際教育総合センター ⽇本語科⽬ 授業時間割 (2019年第4クォーター） 
  CIE Japanese Language Course Class Timetable 授業期間 Class Term: 2019/11/29-2020/2/4 

【Level】①初級 Elementary ②初中級 Upper Elementary ③中級 Intermediate ④中上級 Upper Intermediate ⑤上級 Advanced 
【Period】1時限 8:50-10:20 2時限 10:40-12:10 3時限 13:20-14:50 4時限 15:10-16:40 

 
 時間割コード Class Code 

レベル 
Level 

曜⽇ 
Day 

時限 
Period 

科⽬名 Subject 
 

担当教員 Lecturer 教室 
Room 

学部 
Undergraduate 

修⼠ 
Master 

博⼠ 
Doctor 

単位 
Credit 

① ⽉ MON 1 ⽇本語⼊⾨ IB Introductory Japanese IB ⽥村 Tamura 101A 4R422 4R622 4R822 0 

① ⽊ THU 2 ⽇本語⼊⾨ ⅡB Introductory Japanese IIB ⽮⽥ Yada 101A 4R424 4R624 4R824 0 

① ⽕ TUE 1 ⽇本語初級 IB Elementary Japanese IB 福明 Fukumyo 101A 4R502 4R702 4R902 0 

① ⽊ THU 1 ⽇本語初級 IIB Elementary Japanese IIB ⽮⽥ Yada 101A 4R504 4R704 4R904 0 

② ⽉ MON 2 ⽇本語初中級 IB Upper Elementary Japanese IB ⽥村 Tamura 102 4R510 4R710 4R910 0 

② ⽕ TUE 2 ⽇本語初中級 IIB Upper Elementary Japanese IIB 利岡 Toshioka 102 4R512 4R712 4R912 0 

② ⽊ THU 2 ⽇本語初中級 IIIB Upper Elementary Japanese IIIB 川嶌 Kawashima 102 4R514 4R714 4R914 0 

② ⾦ FRI 2 ⽇本語初中級 IVB Upper Elementary Japanese IVB 村井 Murai 102 4R516 4R716 4R916 0 

③ ⽉ MON 2 ⽇本語中級 IB Intermediate Japanese IB 岡⽥ Okada ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 4R518 4R718 4R918 0 

③ ⽕ TUE 2 ⽇本語中級 IIB Intermediate Japanese IIB 福明 Fukumyo ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 4R520 4R720 4R920 0 

③ ⽔ WED 2 ⽇本語中級 IIIB Intermediate Japanese IIIB 前⽥ Maeda ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 4R522 4R722 4R922 0 

③ ⽊ THU 2 ⽇本語中級 IVB Intermediate Japanese IVB 朴秀娟 Park S. ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 4R524 4R724 4R924 0 

④ ⽕ TUE 1 ⽇本語中上級 IB Upper Intermediate Japanese IB ⿑藤 Saito 102 4R526 4R726 4R926 0 

④ ⽔ WED 3 ⽇本語中上級 IIB Upper Intermediate Japanese IIB ⼤塚 Otsuka 102 4R528 4R728 4R928 0 

④ ⽊ THU 1 ⽇本語中上級 IIIB Upper Intermediate Japanese IIIB 朴秀娟 Park S. 102 4R530 4R730 4R930 0 

④ ⾦ FRI 1 ⽇本語中上級 IVB Upper Intermediate Japanese IVB ⽥村 Tamura 102 4R532 4R732 4R932 0 

 

総合⽇本語科⽬ Integrated Japanese【Skill-based classes】 
レベル 
Level 

曜⽇ 
Day 

時限 
Period 

科⽬名 Subject 
 

担当教員 Lecturer 教室 
Room 

学部 
Undergraduate 

修⼠ 
Master 

博⼠ 
Doctor 

単位 
Credit 

① ⽔ WED 1 ⽇本語聴解・会話初級B Elementary Japanese Listening and Speaking B 前⽥ Maeda 102 4R534 4R734 4R934 0 

① ⽔ WED 3 ⽇本語読解・作⽂初級B Elementary Japanese Reading and Writing B 野村 Nomura 101A 4R552 4R752 4R952 0 

① ⾦ FRI 3 ⽇本語漢字・語彙初級B Elementary Japanese Kanji and Vocabulary B 村井 Murai 101A 4R570 4R770 4R970 0 

② ⽉ MON 3 ⽇本⽂化演習 IB Japanese Culture IB 實平 Sanehira ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 4R580 4R780 4R980 0 

② ⽕ TUE 3 ⽇本語作⽂初中級B Upper Elementary Japanese Writing B 播磨 Harima 102 4R562 4R762 4R962 0 

② ⽔ WED 2 ⽇本語聴解・会話初中級B Upper Elementary Japanese Listening and Speaking B 實平 Sanehira 101A 4R426 4R626 4R826 0 

② ⽊ THU 3 ⽇本語読解初中級B Upper Elementary Japanese Reading B 朴 鍾祐 Park J. 102 4R554 4R754 4R954 0 

② ⾦ FRI 3 ⽇本語漢字・語彙初中級B Upper Elementary Japanese Kanji and Vocabulary B 福井 Fukui 102 4R572 4R772 4R972 0 

③ ⽕ TUE 3 ⽇本語作⽂中級B Intermediate Japanese Writing B ⼤﨑 Osaki 101A 4R564 4R764 4R964 0 

③ ⽔ WED 1 ⽇本語聴解・会話中級B Intermediate Japanese Listening and Speaking B 利岡 Toshioka 101A 4R428 4R628 4R828 0 

③ ⽊ THU 2 
 

⽇本語特別演習 IIIB（地域における国際交流） 
 

Japanese for Specific Purposes IIIB (International Exchange on a regional basis) ⿑藤 Saito 304 4R588 4R788 4R988 0 

③ ⽊ THU 3 ⽇本語読解中級B Intermediate Japanese Reading B 川嶌 Kawashima 101A 4R556 4R756 4R956 0 

③ ⾦ FRI 4 ⽇本語漢字・語彙中級B Intermediate Japanese Kanji and Vocabulary B 福井 Fukui 101A 4R574 4R774 4R974 0 

④ ⽕ TUE 2 ⽇本語特別演習ⅣB（研究基礎演習） Japanese for Specific Purposes ⅣB(Seminar for learning basic research inJapanese) ⿑藤 Saito 304 4R590 4R790 4R990 0 

④ ⽕ TUE 3 ⽇本語作⽂中上級B Upper Intermediate Japanese Writing B 島津 Shimazu ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 4R566 4R766 4R966 0 

④ ⽕ TUE 4 ⽇本語聴解・会話中上級B Upper Intermediate Japanese Listening and Speaking B ハリソン Harrison ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 4R430 4R630 4R830 0 

④ ⽔ WED 4 ⽇本語漢字・語彙中上級B Upper Intermediate Japanese Kanji and Vocabulary B ⼤塚 Otsuka 101A 4R576 4R776 4R976 0 

④ ⽊ THU 3 ⽇本語読解中上級B Upper Intermediate Japanese Reading B 宮本 Miyamoto ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 4R558 4R758 4R958 0 

⑤ ⽉ MON 1 ⽇本語会話上級B Advanced Japanese Speaking B 岡⽥ Okada ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 4R550 4R750 4R950 0 

⑤ ⽉ MON 3 異⽂化コミュニケーション演習B Intercultural Communication B ⿊⽥ Kuroda 101A 4R594 4R794 4R994 0 

⑤ ⾦ FRI 1 ⽇本語特別演習 VB（ビジネス⽇本語） Japanese for Specific Purposes ⅤB (Business Japanese) 河合 Kawai ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 4R592 4R792 4R992 0 

 

⽇本語・⽇本事情科⽬【Japanese Language ・ Japanese Studies Course】 
レベル 
Level 

曜⽇ 
Day 

時限 
Period 

科⽬名 Subject 
 

担当教員 Lecturer 教室 
Room 

学部 
Undergraduate 

修⼠ 
Master 

博⼠ 
Doctor 

単位 
Credit 

⑤ ⽕ TUE 2 ⽇本事情ⅡB Japanese Studies ⅡB 實平 Sanehira 101A 4R410 N/A N/A 0.5 

⑤ ⽕ TUE 4 ⽇本語Ⅷ B（読解） Japanese Ⅷ B (Reading) 朴秀娟 Park S. 101A 4R408 N/A N/A 0.5 

⑤ ⽔ WED 2 ⽇本語ⅤB（作⽂） Japanese ⅤB (Composition) 利岡 Toshioka 102 4R402 N/A N/A 0.5 

⑤ ⽊ THU 1 ⽇本語ⅥB（⽂法） Japanese ⅥB(Grammar) ⿑藤 Saito ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 4R404 N/A N/A 0.5 

⑤ ⽊ THU 4 ⽇本語ⅦB（会話） Japanese ⅦB(Conversation) ハリソン Harrison ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ室 4R406 N/A N/A 0.5 

［履修登録期間 Registration Period］2019/10/1〜10/14 ［履修取消期間 Withdrawal Period］2019/12/13~12/19 
［授業時間数 Class hours］週1回×8週 (総時間数15時間）1 class per week ×8 weeks (Total 15 hours) 

総合⽇本語科⽬（セミ・インテンシブ）Integrated Japanese【Comprehensive (Semi-Intensive) classes】 

4th Quarter 
2019 
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国際教育総合センター 集中⽇本語コース (2019年後期） 

CIE Intensive Japanese Course 
授業期間 Class Term： 

2019/10/7〜2020/2/4 

 

［教室 Class room］ 

301〜303: 国際教育総合センター 3F 

3F, Center for International Education 

⽂学部C362: ⽂学部C棟3F 

3F, C Bldg, Faculty of Letters 

⽂学部C562: ⽂学部C棟5F 

5F, C Bldg, Faculty of Letters 

 

NOTE 

［単位］単位付与なし 

［授業時間数］ 

初級・初中級・中級クラス： 

週8コマ 15週（総時間数240時間） 

Ⅰ・Ⅲクラス: 

週10コマ（総時間数300時間） 

［受講について］ 

集中⽇本語コースの受講には

事前申込が必要です。 

申込締切：10⽉3⽇（⽊）正午 

詳細は、⽇本語授業リーフレットを

確認してください。 

 

［Credit］ Non-awarded 

［Course hours］ 

Invtensive Elementary, Upper Elementary, Intermediate class: 

8 classes per week for 15 weeks (Total 240 hours) 

Intensive Ⅰ, Ⅱ: 

10 classes per week for 15 weeks (Total 300 hours) 

［Registration］ 

Intensive Japanese Course is only for studens who 

have applied in advance and have been accepted. 

Application deadline: 12:00 noon, October 3 (Thu) 

Please refer to the Japanese Language Program Leaflet. 

 

授業時間 Class Period 

1時限（Period 1) 8:50-10:20 

2時限（Period 2) 10:40-12:10 

2nd Semester 

2019 

科⽬名 

Subject 
曜⽇ Day 

時限 

Period 
担当教員 Lecturer 

教室 

Room 

 

 

集中⽇本語初級

Intensive 

Elementary 

Japanese 

⽉ MON 
1 朴 秀娟 Park S.  

 

 

301 

2 朴 秀娟 Park S. 

⽕ TUE 
1 浅⽥ Asada 

2 浅⽥ Asada 

⽊ THU 
1 内藤 Naito 

2 内藤 Naito 

⾦ FRI 
1 利岡 Toshioka 

2 利岡 Toshioka 

 

 

集中⽇本語初中級

Intensive 

Upper Elementary 

Japanese 

⽉ MON 
1 ⿑藤 Saito  

 

 

302 

2 ⿑藤 Saito 

⽕ TUE 
1 ⼤﨑 Osaki 

2 ⼤﨑 Osaki 

⽊ THU 
1 蔦⽥ Tsutada 

2 蔦⽥ Tsutada 

⾦ FRI 
1 内藤 Naito 

2 内藤 Naito 

 

 

集中⽇本語中級

Intensive 

Intermediate 

Japanese 

⽉ MON 
1 朴 鍾祐 Park J.  

 

 

303 

2 朴 鍾祐 Park J. 

⽕ TUE 
1 島津 Shimazu 

2 島津 Shimazu 

⽊ THU 
1 宮本 Miyamoto 

2 宮本 Miyamoto 

⾦ FRI 
1 朴 鍾祐 Park J. 

2 朴 鍾祐 Park J. 

 

 

 
集中⽇本語I 

Intensive 

Japanese Ⅰ 

⽉ MON 
1 ハリソン Harrison  

 

 

 

⽂学部

C362 

2 ハリソン Harrison 

⽕ TUE 
1 播磨 Harima 

2 播磨 Harima 

⽔ WED 
1 ⼭極 Yamagiwa 

2 ⼭極 Yamagiwa 

⽊ THU 
1 ⼭本 Yamamoto 

2 ⼭本 Yamamoto 

⾦ FRI 
1 浅⽥ Asada 

2 浅⽥ Asada 

 

 

 
集中⽇本語III 

Intensive 

Japanese III 

⽉ MON 
1 實平 Sanehira  

 

 

 

⽂学部

C562 

2 實平 Sanehira 

⽕ TUE 
1 前⽥ Maeda 

2 前⽥ Maeda 

⽔ WED 
1 野村 Nomura 

2 野村 Nomura 

⽊ THU 
1 島津 Shimazu 

2 島津 Shimazu 

⾦ FRI 
1 ⼤﨑 Osaki 

2 ⼤﨑 Osaki 
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国
こ く

際
さ い

教
きょう

育
い く

総
そ う

合
ご う

センター

日
に

本
ほ ん

語
ご

学
が く

習
しゅう

プログラム

２０１９年
ね ん

度
ど

後期
こ う き

 

2019 年 10 月 1 日（火）～2020 年 2 月 4 日（火） 

神
こ う

戸
べ

大
だ い

学
が く

 

に ほ ん ご 

Japanese Language Program 

Second semester 2019 

October 1st (Tue), 2019 ~ February 4th (Tue), 2020 

Kobe University 

に ほ ん ご 
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目
も く

次
じ

 

１．日
に

本
ほん

語
ご

科目
か も く

の種類
しゅるい

 

２．日
に

本
ほん

語
ご

科目
か も く

の申
も う

し込
こ

みまでの流
なが

れ 

 STEP1  プレイスメントテスト J-CAT を受
じ ゅ

験
けん

する 

 STEP2  科目
か も く

を選
えら

ぶ 

J-CAT合
ご う

計
けい

得
と く

点
てん

と科目
か も く

レベルの対
たい

応
お う

表
ひょう

 

日本語
に ほ ん ご

科目
か も く

の取り方
と   か た

 例
れい

（１） 

日本語
に ほ ん ご

科目
か も く

の取り方
と   か た

 例
れい

（2） 

 STEP3  申
も う

し込
こ

む 

３．履
り

修
しゅう

ガイダンスのスケジュール 

４．日本語
に ほ ん ご

学習
がくしゅう

プログラムに関
かん

する説明会
せつめいかい

 

５．FAQ 

Contents

1. Types of Japanese Language Classes

2. Process of applying for Japanese language classes

STEP1 Taking the J-CAT Placement Test 

STEP2 Choosing Classes 

J-CAT Total Score and Class Level Chart

Model Schedule (1) 

Model Schedule (2) 

STEP3 Applying for classes 

3. Schedule for guidance in taking classes

4. Orientation and guidance about Japanese Language Program

5. FAQ
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1. 日
に

本
ほん

語
ご

科目
か も く

の種
し ゅ

類
るい

 

3種類
しゅるい

の科目
か も く

があります。（組み合わせて
く  あ  

受講
じ ゅ こ う

できます。） 

*うりぼーネット：学生向け教務情報システム

授業詳細については各時間割表をご確認ください。http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/about/education_program.html 

コース名
めい

総合
そ う ご う

日本語
に ほ ん ご

科目
か も く

日本語
に ほ ん ご

・日本
に ほ ん

事情
じ じ ょ う

科目
か も く

集中
しゅうちゅう

日本語
に ほ ん ご

コース

対象
たいしょう

学部
が く ぶ

・大学院
だ い が く い ん

正規
せ い き

生
せい

交換
こ う か ん

留学生
り ゅう がく せい

※研究
けんきゅう

生
せい

・特別
とく べ つ

研究
けんきゅう

学生
が く せい

も聴
ちょう

講
こ う

可能
か の う

学部
が く ぶ

正規
せ い き

生
せい

、学部
が く ぶ

交換
こ う か ん

留学
り ゅ う が く

生
せい

※大学
だ い が く

院生
いんせい

や研究
けんきゅう

生
せい

も聴講
ちょ う こう

可
かの

能
う

学部
が く ぶ

・大学
だ い が く

院
い ん

正規
せ い き

生
せい

交換
こ う か ん

留学生
り ゅう がく せい

※研究
けんきゅう

生
せい

・特別
とく べ つ

研究
けんきゅう

学生
が く せい

も聴
ちょう

講
こ う

可能
か の う

レベル 初級
し ょ き ゅ う

～上級
じょうきゅう

上級
じょうきゅう

初級
し ょ き ゅ う

～中
ちゅう

上級
じょうきゅう

定員
てい いん

なし なし １クラス１０名
めい

まで

開講
か い こう

区分
く ぶ ん

クォーター開講
か い こう

クォーター開講
か い こう

セメスター開講
か い こう

時間数
じ か ん す う

等
な ど

１クラス=２時間
じ か ん

  全
ぜん

８週
しゅう

１５時間
じ か ん

/クォーター

１クラス=２時間
じ か ん

  全
ぜん

８週
しゅう

１５時間
じ か ん

/クォーター

８～10クラス/週
しゅう

　全
ぜん

１５週
しゅう

初級
し ょ き ゅ う

～中級
ちゅうきゅう

：240時間
じ か ん

、中
ちゅう

上
じょう

級
きゅう

：300時間
じ か ん

/セメスター

特徴
とく ちょ う レベルや目的

も く て き

に合
あ

わせて週
しゅう

１

クラスから授業
じ ゅ ぎ ょ う

が選
え ら

べる。

レベルや目的
も く て き

に合
あ

わせて週
しゅう

１

クラスから授業
じ ゅ ぎ ょ う

が選
え ら

べる。

集中的
しゅうちゅうてき

な日本語
に ほ ん ご

学習
が く し ゅう

が必要
ひつ よ う

な

学
が く

生
せい

のためのクラス。事前
じ ぜ ん

申
もうし

込
こみ

の上
う え

、選
え ら

ばれた受講者
じ ゅ こ う し ゃ

のみ

が受講
じ ゅ こ う

できる。

申込
もうし こみ

方法
ほ う ほ う

正規
せ い き

生
せい

：うりぼーネットにて

登録
と う ろ く

*

交換
こ う か ん

留学生
り ゅう がく せい

：学部
が く ぶ

・研究科
け ん き ゅ う か

に

履修
り し ゅ う

登録
と う ろ く

用紙
よ う し

を提出
ていしゅつ

研究
けんきゅう

生
せい

・特別
とく べ つ

研究
けんきゅう

学生
が く せい

：登録
と う ろ く

不要
ふ よ う

（聴講
ちょ う こう

のため）

正規
せ い き

生
せい

：うりぼーネットにて

登録
と う ろ く

*

交換
こ う か ん

留学生
り ゅう がく せい

：学部
が く ぶ

・研究科
け ん き ゅ う か

に

履修
り し ゅ う

登録
と う ろ く

用紙
よ う し

を提出
ていしゅつ

研究
けんきゅう

生
せい

・特別
とく べ つ

研究
けんきゅう

学生
が く せい

：登録
と う ろ く

不要
ふ よ う

（聴講
ちょ う こう

のため）

指導
し ど う

教員
きょういん

へ申込
もうし こみ

用紙
よ う し

を提出
ていしゅつ

単位
た ん い

なし あり なし

成績
せい せき

証明
しょうめい

備考
び こ う 修了

しゅうりょう

式
し き

の際
さ い

に修了
しゅうりょう

証書
し ょ う し ょ

が発行
は っ こ う

される。

学部
が く ぶ

・研究科
け ん き ゅ う か

の教務
き ょ う む

学生
が く せい

係
がかり

にて発行
は っ こ う

される成績
せい せき

証明書
し ょ う めい し ょ

に科目
か も く

名
めい

及
およ

び評価
ひ ょ う か

が記載
き さ い

されます。

1. Types of Japanese Language Class
There are 3 types of classes. You can plan a course of study by taking classes 
from each type. 

 

*URIBO-NET: Academic Affairs Information System for students 
For details about each course, please refer to the timetables. 
http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/english/about/education_programs.html 

Course name Integrated Japanese Language Classes Japanese Language・Japanese Studies Classes Intensive Japanese Language Course

Eligibility

Regular Students, Exchange Students

*Research Students and Special
Research Students can audit the
course

Undergraduate Regular Students,
Exchange Students (undergraduate)

*Graduate Regular Students,
Exchange Students (graduate) and
Research Students can audit the
course

Regular Students, Exchange Students

*Research Students and Special
Research Students can audit the
course

Level Elementary〜Advanced Advanced Elementary 〜 Upper Intermediate

Capacity None None 10 students per class

Lecture category Quarter course Quarter course Semester course

Class hours etc.

1 class = 2 hours of lecture for 8
weeks

Total 15 hours of lectures/ quarter

1 class = 2 hours of lecture for 8
weeks

Total 15 hours of lectures/ quarter

8-10 classes per week for 15 weeks

Total 240 hours (Elementary-
Intermediate),
 300 hours (Upper Intermediate) of
lectures/  semester

Feature
You can choose any number of
classes according to your level and
needs

You can choose any number of
classes according to your level and
needs

This course is for students who need
intensive Japanese language training.
These classes are only for students
who have applied in advance and have
been accepted for the course

Registration

Regular Students:
Register on the URIBO-NET*

Exchange Students:
Submit the registration form to your
faculty/graduate school office

Research Students, Special Research
Students:
Registration is not required (Auditing
only)

Regular Students:
Register on the URIBO-NET*

Exchange Students:
Submit the registration form to your
faculty/graduate school office

Research Students, Special Research
Students:
Registration is not required (Auditing
only)

Please submit the application form to
your supervisor

Credit(s) Unavailable Available Unavailable

Transcript

Note
A completion certificate will be issued
at the completion ceremony

An offial transcript includes subject names and grades will be issued by your faculty/graduate school office.
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STEP
1

•

STEP 
2

STEP 
3

２．日
に

本
ほん

語
ご

科目
か も く

の申
も う

し込
こ

みまでの流
な が

れ

プレイスメントテスト （→P.3）

J-CAT（オンラインの日本語
に ほ ん ご

レベルチェックテスト） 

を受験
じゅけん

する    9 月 20 日（金）までに登録
と う ろ く

 

授業
じ ゅ ぎ ょ う

を選ぶ
え ら

 （→P.4）

→1回目
か い め

の授業
じゅぎょう

に出席
しゅっせき

してください。 

（J-CAT の成績証
せいせきしょう

を持参
じ さ ん

）

申し込む
も う こ

（※） （→P.8） 

※科目
か も く

の種類
し ゅ る い

によって申込
も う し こ み

方法
ほ う ほ う

が異なります
こ と

（P.8） 

申込
も う し こ み

期限
き げ ん

は、必ず
か な ら  

所属
し ょ ぞ く

学部
が く ぶ

の教務
き ょ う む

学生係
が く せ い か か り

で確認
か く に ん

してくだ

さい。 

STEP
1

•

STEP 
2

STEP 
3

2. Process of applying for Japanese language classes

       Taking the J-CAT Placement Test（→P.3） 

J-CAT (Online Japanese Level Check Test)

Register by September 20 (Fri) 

Choosing classes （→P.4） 

⇒ Please attend the first class of the course
you want to take.
(Take your J-CAT score with you)

Applying for classes (※) （→P.8）

※(NB) The method for applying for each class/course is 
different (P.8). 
Please be sure to check the application deadline with the 
student administration staff in your faculty. 
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STEP
1

1)登録

2)受験

プレイスメントテスト 

  J-CAT（オンラインの日本語
に ほ ん ご

レベルチェックテスト）を受験
じゅけん

する

※日本語
に ほ ん ご

を勉強
べんきょう

したことがない人
ひと

は、受けなくて
う

もいいです。「初級
しょきゅう

」レベルのクラスに出
で

てください。 

         9 月 20 日（金）までに登録
と う ろ く

してください。 

※事前
じ ぜ ん

に登録
と う ろ く

をしないと、テストは受
う

けられません！ 

※ID とパスワードが届く
と ど  

まで、最長
さいちょう

３日
か

（土日
ど に ち

を入れると５日
か

）かかります。 

※渡
と

日後
に ち ご

、寮
りょう

や滞在先
た い ざ い さ き

で、すぐにインターネットが繋がらない
つ な

かもしれませんので、渡
と

日前
に ち ま え

に受験
じ ゅ け ん

してください。 

① J-CAT の HP 【 http://www.j-cat.org/ 】 にアクセスして、【 受
じ ゅ

験
けん

を申
も う

し込
こ

 む 】 の 

 【 個
こ

人
じん

受
じ ゅ

験
けん

 】 をクリックしてください。 

➡システムチェックが始
は じ

まります。 

② システムに問
もん

題
だい

がないことを確
か く

認
にん

後
ご

、 

【 登
と う

録
ろ く

 】 画
が

面
めん

で自
じ

分
ぶん

の情
じょう

報
ほう

を入
にゅう

力
りょく

してください。 

入
にゅう

力
りょく

が終
お

わったら 【 登
と う

録
ろ く

 】 を押
お

してください。 

➡ 平
へい

日
じつ

3日
か

以
い

内
ない

に、ID とパスワード が届
と ど

きます。 

ID とパスワードが届いたら
と ど

、J-CAT にもう一度
い ち ど

アクセスし、

9 月 27 日（金）までに、テストを受
う

けてください。 

① J-CAT の HP にアクセスし 【 Log-in（個
こ

人
じん

）】 をクリックしてください。 

② 指
し

示
じ

に 従
したが

ってテストを受
う

けてください。（所
し ょ

要
よ う

時
じ

間
かん

 1 時
じ

間
かん

程
てい

度
ど

） 

➡テストが終わる
お

と、成績証
せいせきしょう

が表示
ひ ょ う じ

されます。 

③ 成
せい

績
せき

証
しょう

の pdf ファイルを自
じ

分
ぶん

で保
ほ

存
ぞん

 しておいてください。 

※受
じ ゅ

験
けん

の仕
し

方
かた

がよくわからない場
ば

合
あい

→ 【 harrison@tiger.kobe-u.ac.jp 】へご連
れん

絡
ら く

ください。 

STEP
1

1)Registra
tion

2)Taking
the Test

Taking the J-CAT Placement Test

  Online Japanese Level Check Test
※NB: If you have not studied Japanese before, you do not need to take the test.

Please attend any of the ‘Beginners’ classes.

Please register on the J-CAT website  
by September 20 (Fri) 
※NB: you must register with J-CAT in order to take the test

* It will take you 3 WORKING DAYS (at most) to receive an ID and PASSWORD to take the test.
* Internet access may not be available at your dormitory/accommodation soon after your arrival.

① Access the J-CAT Website 【 http://www.j-cat.org/ 】
Click on the icon 【 For Individual 】 under 【 Apply for J-CAT 】.

➡ The system check will start. 

② If the system check is successful,
input your information in the registration screen.
Then click on 【 REGISTER 】.

➡You will receive an ID and Password within
3 working days.

.

       When you have received your ID and Password, access 

the J-CAT website and take the test by September 27 (Fri). 

① Go to the J-CAT website and click on ‘Log-in Individual Exam’

② Follow the instructions for taking the test. (It takes around 1 hour)
➡When the test is finished, a ‘Score Report’ will be displayed.

③ Save the Score Report as a PDF file on your computer.

※NB: If you have any problems, please e-mail: 【 harrison@tiger.kobe-u.ac.jp 】

(E.g., if you don’t understand how to take the J-CAT, can’t take the J-CAT by the deadline etc.)

※NB: You can choose ʻJapaneseʼ or ʻEnglishʼ

3
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STEP
2

神戸大学 

Page

5

授業
じ ゅ ぎ ょ う

を選ぶ
え ら

 

日
に

本
ほ ん

語
ご

授
じ ゅ

業
ぎょう

の選
え ら

び方
かた

―レベルについて― 

J-CAT の【 成
せい

績
せき

証
しょう

 】の 

【 合
ご う

計
けい

 】得
と く

点
てん

数
す う

を見
み

てください。 

合
ご う

計
けい

得
と く

点
てん

と科目
か も く

の対
たい

応
お う

表
ひょう

（Ｐ.５）をチェックして、授
じ ゅ

業
ぎょう

を選
えら

ぶ 

P.5 の 表
ひょう

では、J-CAT の合
ご う

計
けい

得
と く

点
てん

を基
も と

に、推
すい

奨
しょう

される日
に

本
ほん

語
ご

授
じゅ

業
ぎょう

のレベル・お勧
すす

めの授
じゅ

業
ぎょう

 

科
か

目
も く

をみることができます。これを参
さん

考
こ う

に自
じ

分
ぶん

のレベルにあったクラスを選
えら

んでください。 

ただし、これは目
め

安
やす

です。技
ぎ

能
のう

別
べつ

の得
と く

点
てん

で、特
と く

に低
ひく

いものまたは高
たか

いものがある場
ば

合
あい

には、 

目
め

安
やす

のレベルを１つ下
さ

げたり上
あ

げたりして選
えら

んでください。 

★授業
じゅぎょう

の選び方
え ら  か た

については、P.６～P.７の「日本語
に ほ ん ご

科目
か も く

の取り方
と  か た

 例
れい

(1), (2)」も見
み

てください。 

１回
かい

目
め

の授
じ ゅ

業
ぎょう

に出
しゅっ

席
せき

してください

※日
に

本
ほん

語
ご

授
じゅ

業
ぎょう

に出
で

るときは成
せい

績
せき

証
しょう

を持
も

ってきてください。 

レベルが合わない場合

 総合
そ う ご う

日本語
に ほ ん ご

科目
か も く

 

➡
他
ほか

のレベルの授業
じゅぎょう

に移動
い ど う

 

日本語
に ほ ん ご

・日本
に ほ ん

事情
じ じ ょ う

科目
か も く

 （履修
り し ゅ う

登録後
と う ろ く ご

は移動
い ど う

できません） 

 集 中
しゅうちゅう

日本語
に ほ ん ご

コース ➡ 主任
しゅにん

に相談
そうだん

 

※相
そ う

談
だ ん

が必
ひつ

要
よ う

な場
ば

合
あ い

：履
り

修
しゅう

ガイダンスを利
り

用
よ う

（Ｐ.９） 

STEP
2

神戸大学 

Page

5

Choosing Classes 
 

Choosing Japanese classes – about your level 

Look at the 

【 Total 】score on the 【 Score Report 】  

Choose the level of classes for your ability, 

according to your score against the ‘Score Chart’ on P.5. 

The ‘Score Chart’(P.5) shows the classes we recommend for you, with reference to your score 
gained in the J-CAT placement test. Use this chart to choose the classes most suitable for you. 
However, this is only a guide. For the scores for the individual skills, you can choose a class 
that is one level higher or one level lower than the score if you think the score is too high or 
low. 
★Please refer to the ‘MODEL SCHEDULE(1) & (2)’ on P.6 -P.7.

Please attend the first class of the courses you want to take.

※NB: When you go to Japanese language classes, please take the J-CAT Score Report.

If the level 

does not suit you 

Integrated Classes 

➡
Move to another level of class 

Japanese Language - 

Japanese Studies Classes 

(You cannot change classes 

after the registration period ends.) 

Intensive Course ➡ Consult with the course coordinator 

※(NB) If you need to consult about language classes: refer to the consultation schedule (P.9). 
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 総合
そうごう

日本語
に ほ ん ご

科目
か も く

 日本語
に ほ ん ご

・日本
に ほ ん

事情
じじょう

科目
か も く

   集 中
しゅうちゅう

日本語
に ほ ん ご

コース

Ｑ１

（Ａ）

Ｑ２

（Ｂ）

Ｑ３

（Ａ）

Ｑ４

（Ｂ）

集中日本語初級（※セメスター制科目）

日本語入門Ⅰ～ⅡＡ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本語初級Ⅰ～ⅡＡ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本語聴解・会話初級Ａ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本語読解・作文初級Ａ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本語漢字・語彙初級Ａ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本人とのコミュニケーション入門 〇 × 〇 ×

集中日本語初中級（※セメスター制科目）

日本語初中級Ⅰ～ⅣＡ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本語聴解・会話初中級Ａ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本語読解初中級Ａ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本語作文初中級Ａ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本語漢字・語彙初中級Ａ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本文化演習ⅠＡ・Ｂ ○ ○ ○ ○

集中日本語中級（※セメスター制科目）

集中日本語Ⅰ（※セメスター制科目）

集中日本語Ⅱ（※セメスター制科目）

日本語中級Ⅰ～ⅣＡ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本語聴解・会話中級Ａ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本語読解中級Ａ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本語作文中級Ａ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本語漢字・語彙中級Ａ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本語特別演習Ⅱ（日本語能力試験Ｎ２対策）A × × ○ ×

日本語特別演習ⅢＡ・Ｂ（地域における国際交流） × × ○ ○

集中日本語Ⅲ（※セメスター制科目）

集中日本語Ⅳ（※セメスター制科目）

日本語中上級Ⅰ～ⅣＡ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本語聴解・会話中上級Ａ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本語読解中上級Ａ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本語作文中上級Ａ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本語漢字・語彙中上級Ａ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本語特別演習Ⅰ（日本語能力試験Ｎ１対策）Ａ・Ｂ ○ ○ ○ ×

日本語特別演習ⅣＡ・Ｂ（研究基礎演習） × × ○ ○

日本語聴解上級Ａ・Ｂ × × × ×

日本語会話上級Ａ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本語作文上級Ａ・Ｂ × × × ×

日本語漢字・語彙上級Ａ・Ｂ × × × ×

日本語特別演習Ⅴ（ビジネス日本語）Ａ・Ｂ ○ ○ ○ ○

異文化コミュニケーション演習Ａ・Ｂ ○ ○ ○ ○

日本語ⅠＡ・Ｂ ○ ○ × ×

日本語ⅡＡ・Ｂ ○ ○ × ×

日本語ⅢＡ・Ｂ ○ ○ × ×

日本語ⅣＡ・Ｂ ○ ○ × ×

日本語ⅤＡ・Ｂ × × ○ ○

日本語ⅥＡ・Ｂ × × ○ ○

日本語ⅦＡ・Ｂ × × ○ ○

日本語ⅧＡ・Ｂ × × ○ ○

日本事情ⅠＡ・Ｂ ○ ○ × ×

日本事情ⅡＡ・Ｂ × × ○ ○

３２１－４００

Ｊ－ＣＡＴ

合計
ご う け い

得点
と く て ん

推奨
すいしょう

される

日本語
にほんご

授業
じゅぎょう

の

レベル

お勧
すす

めの授業
じ ゅぎ ょう

（２０１９年
ねん

度
ど

）

開講
か い こ う

時期
じ き

（※Ｑ：クォーター）

１２１－１７０ 初
しょ

中級
ちゅうきゅう

○ ○

０－１２０ 初級
しょきゅう

○ ○

２２１－２７０ 中
ちゅう

上級
じょうきゅう

× ○

× ○

○ ○

２７１－３２０ 上級
じょうきゅう

○ ×

１７１－２２０ 中級
ちゅうきゅう

自身
じ し ん

の専門
せ んもん

科目
か も く

を受
う

けることをお勧
すす

めします。

○ ×

Integrated Classes Japanese Language・Japanese Studies Classes Intensive Course 

Q1
（A）

Q2
（B）

Q3
（A）

Q4
（B）

Intensive Elementary Japanese（*Semester course）

Introductory Japanese I～IIA・B ○ ○ ○ ○

Elementary Japanese I～IIA・B ○ ○ ○ ○

Elementary Japanese Listening and Speaking A・B ○ ○ ○ ○

Elementary Japanese Reading and Writing A・B ○ ○ ○ ○

Elementary Japanese Kanji and Vocabulary A・B ○ ○ ○ ○
Introductory seminar for communication with Japanese people ○ × ○ ×
Intensive Upper Elementary Japanese（*Semester course）

Upper Elementary Japanese I～IVA・B ○ ○ ○ ○

Upper Elementary Japanese Listening and Speaking A・B ○ ○ ○ ○

Upper Elementary Japanese Reading A・B ○ ○ ○ ○

Upper Elementary Japanese Writing A・B ○ ○ ○ ○

Upper Elementary Japanese Kanji and Vocabulary A・B ○ ○ ○ ○

Japanese Culture IA・B ○ ○ ○ ○

Intensive Intermediate Japanese（*Semester course）

Intensive Japanese I（*Semester course）

Intensive Japanese II（*Semester course）

Intermediate Japanese I～IVA・B ○ ○ ○ ○

Intermediate Japanese Listening and Speaking A・B ○ ○ ○ ○

Intermediate Japanese Reading A・B ○ ○ ○ ○

Intermediate Japanese Writing A・B ○ ○ ○ ○

Intermediate Japanese Kanji and Vocabulary A・B ○ ○ ○ ○

Japanese for Specific Purposes II (JPLT N2)A × × ○ ×
Japanese for Specific Purposes Ⅲ (International Exchange on a regional basis)A・B × × ○ ○

Intensive Japanese III（*Semester course）

Intensive Japanese IV（*Semester course）

Upper Intermediate Japanese I～ⅣA・B ○ ○ ○ ○

Upper Intermediate Japanese Listening and Speaking A・B ○ ○ ○ ○

Upper Intermediate Japanese Reading A・B ○ ○ ○ ○

Upper Intermediate Japanese Writing A・B ○ ○ ○ ○

Upper Intermediate Japanese Kanji and Vocabulary A・B ○ ○ ○ ○

Japanese for Specific Purposes I (JLPT N1)A・B ○ ○ ○ ×
Japanese for Specific Purposes Ⅳ A・B（Seminar for learning basic research in Japanese） × × ○ ○

Advanced Japanese Listening A・B × × × ×
Advanced Japanese Speaking A・B ○ ○ ○ ○

Advanced Japanese Writing A・B × × × ×
Advanced Japanese Kanji and Vocabulary A・B × × × ×
Japanese for Specific Purposes Ⅴ(Business Japanese)A・B ○ ○ × ○

Intercultural Communication A・B ○ ○ ○ ○

Japanese IＡ・B ○ ○ × ×
Japanese IIＡ・B ○ ○ × ×
Japanese IIIＡ・B ○ ○ × ×
Japanese IVＡ・B ○ ○ × ×
Japanese VＡ・B × × ○ ○

Japanese VIＡ・B × × ○ ○

Japanese VIIＡ・B × × ○ ○

Japanese VIIIＡ・B × × ○ ○

Japanese Studies IＡ・B ○ ○ × ×
Japanese Studies IIＡ・B × × ○ ○

３２１－４００

Biginner

J-CAT
Total Score

Recommended
Level

Recommended Class (2019)

Term（*Q : Quater）

×

○ ○

１２１－１７０
Upper

Biginner

○ ○

０－１２０

○

２２１－２７０

○ ○

× ○

２７１－３２０ Advanced

○

Upper
Intermediate

×

１７１－２２０ Intermediate

We recommend that you only take classes in your faculty

○ ×
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総合
そ う ご う

日本語
に ほ ん ご

科目
か も く

、日本語
に ほ ん ご

・日本
に ほ ん

事情
じ じ ょ う

科目
か も く

は、 

自分
じ ぶ ん

のニーズやスケジュールに合わせて
あ

、取る
と

ことができます。 

 

 

★初中級
しょちゅうきゅう

レベルの場合
ば あ い

★ 

初中級
しょちゅうきゅう

レベル日本語
に ほ ん ご

科目
か も く

一覧
いちらん

（2019 年度後期） 

※日本語
に ほ ん ご

初中級
しょちゅうきゅう

Ⅰ～Ⅳは連続
れんぞく

科目
か も く

ですが、週
しゅう

に何回
なんかい

取る
と

かは都合
つ ご う

に合わせて
あ

、選
えら

べます。 

月 火 水 木 金

１ 

２ 
日本語初中級

Ⅰ 
日本語初中級Ⅱ 

日本語聴解・ 

会話初中級 

日本語初中級

Ⅲ 

日本語初中級

Ⅳ 

３ 
日本文化演習

Ⅰ 

日本語作文 

初中級 

日本語読解 

初中級 

日本語漢字・ 

語彙初中級 

Ａさん 

➡Ａさんのスケジュール

月 火 水 木 金

１ 専門 

２ 
日本語初中級

Ⅰ 

日本語初中級

Ⅲ 

日本語初中級

Ⅳ 

３ 
日本文化演習

Ⅰ 

日本語作文 

初中級 

日本語漢字・ 

語彙初中級 

Ｂさん 

➡Ｂさんのスケジュール

月 火 水 木 金

１ 専門 

２ 専門 専門 
日本語聴解・ 

会話初中級 
専門 

３ 
日本文化演習

Ⅰ 
専門 専門 

専門
せんもん

の授業
じゅぎょう

は１つだけだけど、日本語
に ほ ん ご

科目
か も く

を全部
ぜ ん ぶ

取る
と

のは大変
たいへん

そうだな。 

文法
ぶんぽう

の勉強
べんきょう

もしたいし、作文
さくぶん

、漢字
か ん じ

と文化
ぶ ん か

も勉強
べんきょう

したいな。 

専門
せんもん

の授業
じゅぎょう

がたくさんあるから、日本語
に ほ ん ご

は、文化
ぶ ん か

と会話
か い わ

のクラスだけにしよう。 

⽇本語
に ほ ん ご

科⽬
か も く

の取り⽅
と    か た

 例
れい

(1) 

You can choose Japanese classes from 

Integrated Japanese Classes and Japanese Language・Japanese Studies Classes 

depending on your needs and schedule. 
 

 

★CASE 1：Upper Elementary Classes★
List of the classes at Upper Elementary Level (2nd Semester, 2019) 

※Upper Elementary Japanese Ⅰ～Ⅳ is a continuous class, but you can take any number of classes per

week, according to your schedule.

MON TUE WED THU FRI 

１

２
Upper 

Elementary 
Japanese Ⅰ 

Upper 
Elementary 
Japanese II 

Upper Elementary 
Listening and 

Speaking 

Upper 
Elementary 
Japanese Ⅲ 

Upper 
Elementary 
Japanese Ⅳ 

３
Japanese Culture 

I 

Upper 
Elementary 

Japanese Writing 

Upper 
Elementary 

Japanese Reading 

Upper 
Elementary Kanji 
and Vocabulary 

Student 

 A 

MON TUE WED THU FRI 

１  Major class 

２
Upper 

Elementary 
Japanese Ⅰ 

Upper 
Elementary 
Japanese Ⅲ 

Upper 
Elementary 
Japanese Ⅳ 

３
Japanese Culture 

I 

Upper 
Elementary 

Japanese Writing 

Upper 
Elementary Kanji 
and Vocabulary 

Student 

B 

MON TUE THU FRI 

１ Major class 

２ Major class Major class 
Upper Elementary 

Listening and 
Speaking 

Major class 

３
Japanese 
Culture I Major class Major class 

I need to take only one class for my major course, but it seems too hard to take all the 
Japanese classes that I can take. I would like to take classes for learning Japanese 
grammar, writing, Kanji and Culture. 

As I have to take many classes for my major course, I will only take classes to learn 
Japanese culture and conversation. 

MODEL SCHEDULE (1) 
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★ 上 級
じょうきゅう

レベルの場合
ば あ い

★ 

上級
じょうきゅう

レベルの日本語
に ほ ん ご

科目
か も く

一覧
いちらん

（2019 年度後期） 

月 火 水 木 金

１ 
日本語会話 

上級 

日本語Ⅵ 

（文法） 

日本語特別演習Ⅴ 

(ビジネス日本語) 

２ 日本事情Ⅱ 
日本語Ⅴ 

（作文） 

３ 
異文化コミュニケ

ーション演習 

４ 
日本語Ⅷ 

（読解） 

日本語Ⅶ 

（聴解会話） 

Ｃさん  

月 火 水 木 金

１ 
日本語会話 

上級 
専門 

日本語Ⅵ 

（文法） 

日本語特別演習Ⅴ 

(ビジネス日本語) 

２ 日本事情Ⅱ 
日本語Ⅴ 

（作文） 
専門 

３ 
異文化コミュニ

ケーション演習
専門 

４ 

Ｄさん  

月 火 水 木 金

１ 専門 専門 

２ 専門 
日本語Ⅴ 

（作文） 
専門 

３ 
異文化コミュニ

ケーション演習
専門 

４ 専門 
日本語Ⅶ 

（聴解会話） 

専門
せんもん

科目
か も く

は難しくて
むずか

まだよくわからないから、今
こん

学期
が っ き

は日本語
に ほ ん ご

を中心
ちゅうしん

に勉強
べんきょう

しよう。 

専門
せんもん

の勉強
べんきょう

で忙しい
いそが

けど、論文
ろんぶん

を日本語
に ほ ん ご

で書かなきゃ
か

いけないから、読む
よ  

力
ちから

と書く
か  

力
ちから

を中心
ちゅうしん

に伸ばしたい
の

。発表
はっぴょう

のために聴
ちょう

解
かい

会話
か い わ

も取ろ
と

うかな。 

⽇本語
に ほ ん ご

科⽬
か も く

の取り⽅
と   か た

 例
れい

(2)  

★Case 2: Advanced Level★

List of the classes at Advanced Level (2nd Semester, 2019) 

MON TUE WED THU FRI 

１
Advanced 
Japanese 
Speaking 

Japanese Ⅵ 
(Grammar) 

Japanese for Specific 
Purposes Ⅴ 

(Business Japanese) 

２
Japanese Studies 

Ⅱ 

Japanese Ⅴ 

(Composition) 

３
Intercultural 

Communication 

４
Japanese Ⅷ 

(Reading) 

Japanese Ⅶ 

(Conversation) 

Student 

Ｃ

MON TUE WED THU FRI 

１
Advanced 
Japanese 
Speaking 

Major class Japanese Ⅵ 
(Grammar) 

Japanese for Specific 
Purposes Ⅴ 

(Business Japanese) 

２
Japanese Studies 

Ⅱ 

Japanese Ⅴ 

(Composition) 
Major class 

３
Intercultural 

Communication 
Major class 

４

Student 

Ｄ

MON TUE WED THU FRI 

１ Major class Major class 

２ Major class 
Japanese Ⅴ 

(Composition) 
Major class 

３
Intercultural 

Communication 
Major class 

４ Major class 
Japanese Ⅶ 

(Conversation) 

My major courses in Japanese are still too difficult so I will mainly study Japanese 
language this semester. 

I’m busy with my major studies, but I need to write research papers in Japanese, so I want 
to improve my Japanese reading and writing ability. I will also take the listening and 
conversation class for presentations.

MODEL SCHEDULE (2) 
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STEP
3

 

 

 

 

申し込む
も う こ

※ 履
り

修
しゅう

登
と う

録
ろ く

は一
いち

度
ど

授
じゅ

業
ぎょう

に出
で

てみて、自
じ

分
ぶん

のレベルに本
ほん

当
と う

に合
あ

っているか確
かく

認
にん

してからにしましょう。 

総合
そ う ご う

日本語
に ほ ん ご

科目
か も く

 受
じ ゅ

講
こ う

したいクラスを選
えら

び所
し ょ

属
ぞ く

部
ぶ

局
きょく

の指
し

定
てい

する登
と う

録
ろ く

期
き

間
かん

中
ちゅう

に 

登
と う

録
ろ く

してください。 

登
と う

録
ろ く

方
ほう

法
ほう

は所
し ょ

属
ぞ く

部
ぶ

局
きょく

の教
きょう

務
む

学
が く

生
せい

係
がかり

で確
か く

認
にん

してください。 

※ 授
じ ゅ

業
ぎょう

開
かい

始
し

日
び

 ： １０月１日（火） 日本語
に ほ ん ご

・日本
に ほ ん

事情
じ じ ょ う

科目
か も く

 

集 中
しゅうちゅう

日本語
に ほ ん ご

コース

以
い

下
か

の手
て

順
じゅん

で１０月３日（木）正
しょう

午
ご

までに指
し

導
ど う

教
きょう

員
いん

に申
も う

し込
こ

み用
よう

紙
し

を 

提
てい

出
しゅつ

してください。 

受
じゅ

講
こ う

者
しゃ

選
せん

考
こ う

あり（結
けっ

果
か

は 10 月 4 日に通
つう

知
ち

） 

※ 授
じ ゅ

業
ぎょう

開
かい

始
し

日
び

 ： １０月７日（月） 

【応募
お う ぼ

条件
じょうけん

】 １ 集
しゅう

中
ちゅう

的
てき

な日
に

本
ほん

語
ご

学
がく

習
しゅう

の必
ひつ

要
よう

がある。 

２ １学
がっ

期
き

間
かん

、月
げつ

～
から

金
きん

の１・２限
げん

に日
に

本
ほん

語
ご

授
じゅ

業
ぎょう

が受
う

けられる。 

３ 指
し

導
どう

教
きょう

員
いん

の受
じゅ

講
こう

許
きょ

可
か

を得
え

ている。 

【応募
お う ぼ

方法
ほうほう

】 １ 応
おう

募
ぼ

条
じょう

件
けん

（↑）を確
かく

認
にん

する。 

２ 指
し

導
どう

教
きょう

員
いん

の受
じゅ

講
こう

許
きょ

可
か

を得
え

る。 

３ CIE の HP で「受
じゅ

講
こう

申
もうし

込
こみ

書
しょ

」をダウンロードする。 

【 http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/af.xlsx 】 

４ 受
じゅ

講
こう

申
もうし

込
こみ

書
しょ

の「学
がく

生
せい

記
き

入
にゅう

欄
らん

」を記
き

入
にゅう

する。 

５ １「受
じゅ

講
こう

申
もうし

込
こみ

書
しょ

」 と ２「成
せい

績
せき

証
しょう

（※）」をメールで指
し

導
どう

教
きょう

員
いん

に送
おく

る。 

※「J-CAT」のページ参
さん

照
しょう

（P.3） 

学生
がくせい

     指導
し ど う

教員
きょういん

の先生
せんせい

   国際
こ く さ い

交流課
こ う り ゅ う か

CIE 

 「受講
じ ゅ こ う

申込書
もうしこみしょ

」、 

「J-CAT成績
せいせき

証明書
しょうめいしょ

」 

【選
せん

考
こう

結
けっ

果
か

報
ほう

告
こく

】 １０月４日（金） 夜 

受講可
じ ゅ こ う か

 ⇒１０月７日（月）から授業
じゅぎょう

へ 

受講
じ ゅ こ う

不可
ふ か

⇒他
ほか

コースの授業
じゅぎょう

へ 

 

 
 

STEP
3 Applying for classes 

※When registering for classes, please attend the first classes to check if the level is right for you,
and then come for consultations if you have any questions.

Integrated 

Japanese Classes Choose the classes you want to take and register for the 

classes at your faculty office during the registration period. 

※Classes start ：October 1 (Tue).Japanese Language・ 

Japanese Studies 

Classes 

Intensive 

Japanese Course 

Please submit the application to your supervisor 

by 12：00 noon, October 3 (Thu). (See the flowchart below) 

There is a selection procedure; results will be made available on 

October 4. 

※Classes start :October 7 (Mon). 

【Conditions】 1 Students must require intensive Japanese language study. 

2 Students must be able to attend classes in Periods 1&2 Monday through 

Friday. 

3 Students must gain permission from their supervisor. 

【How to apply】 １ Check the above conditions（↑） 

２ Get permission from your supervisor.  

３ Download the application form at the CIE Website 

【 http://www.kisc.kobe-u.ac.jp/af.xlsx 】 

４ Fill in the information for students section. 

５ Ask your supervisor to send ① the application form, 

② J-CAT grade※ to CIE.   ※※Refer to 「J-CAT」 page 

Student   Supervising Teacher    International Exchange Division・CIE 

「the application form」、 

「J-Cat grade」 

【Application result】 October 4 (Fri), at night 

Accepted ⇒Classes start：October 7 (Mon) 

Rejected  ⇒ Select other courses. 
8
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３．履修
り し ゅ う

ガイダンスのスケジュール
プレイスメントテスト（J-CAT）や日

に

本
ほん

語
ご

授
じ ゅ

業
ぎょう

のことで相
そ う

談
だん

がしたい人
ひと

は、次
つぎ

の時
じ

間
かん

に「情
じょう

報
ほう

資
し

料
りょう

室
しつ

 

（国
こ く

際
さい

教
きょう

育
い く

総
そ う

合
ご う

センター２階
かい

）」に来
き

てください。 

時間 

日にち 
9:00〜10:30 10:30〜12:00 お昼

ひる

休
やす

み 

(12:15〜13:15） 
13:30〜15:00 15:00〜16:30 

10/1（火） 〇 〇 

10/2（水） 〇 〇

10/3（木） 〇 〇

10/4（金） 〇 〇 

10/7（月） 〇 〇 

10/8（火） 〇 〇 

10/9（水） 〇 

10/10（木） 〇 

10/11（金） 〇 

10/14（月） 〇 

４．日本語
に ほ ん ご

学習
がくしゅう

に関する
か ん     

説明会
せつめいかい

■全学
ぜ ん が く

留学生
り ゅ う が く せ い

オリエンテーション

①2019 年 9 月 30 日（月）13：30～16：30

③2019 年 10 月 2 日（水）13：30～16：30

※2回
かい

とも、日本語
に ほ ん ご

プログラム案内
あんない

の内容
ない よう

は同じ
お な  

です。） 

 場所
ば し ょ

：神戸
こ う べ

大学
だいがく

百年
ひゃくねん

記念館
き ね ん か ん

 六甲
ろ っ こ う

ホール

日本語
に ほ ん ご

学習
がくしゅう

プログラム全体
ぜんたい

に関
かん

する情報
じょうほう

や、学
がっ

校
こ う

生
せい

活
かつ

に関
かん

する情
じょう

報
ほう

を得
え

ることができます。 

また、オリエンテーションが終
お

わった後
あと

、個
こ

別
べつ

に履修
り し ゅ う

相
そ う

談
だん

をすることもできます。 

■ひらがなガイダンス

日時
に ち じ

：2019 年 10 月 4 日（金）15:10～16:40 

場所
ば し ょ

：国際
こ く さ い

教育
き ょ う い く

総合
そ う ご う

センター

日本語
に ほ ん ご

を勉強
べんきょう

したことがない（ひらがなの読
よ

み書
か

きができない）人
ひと

のための入門
にゅうもん

授業
じゅぎょう

です。 

 ゼロから日
に

本
ほん

語
ご

を勉
べん

強
きょう

する学
が く

生
せい

は、出
で

来
き

る限
かぎ

り受
じ ゅ

講
こ う

してください。 

3. Schedule for guidance in taking classes
Those students who need advice on taking the J-CAT test or Japanese classes, please come to the 

‘Birds Eye’ room on the 2F in CIE during the following times. 

Time 
Date 

9:00〜10:30 10:30〜12:00 
Lunch Time 

(12:15〜13:15） 13:30〜15:00 15:00〜16:30 

Oct 1（Tue） 〇 〇

Oct 2（Wed） 〇 〇

Oct 3（Thu） 〇 〇

Oct 4（Fri） 〇 〇

Oct 7（Mon） 〇 〇

Oct 8（Tue） 〇 〇

Oct 9（Wed） 〇

Oct 10（Thu） 〇

Oct 11（Fri） 〇

Oct 14（Mon） 〇

4. Orientation and guidance about Japanese Language Programs
■Orientation for new international students

1) September 30 (Mon)  13:30-16:30
2) October 2 (Wed) 13:30-16:30 

*The same contents will be presented at the 1st and 2nd Orientation.

Venue: Centennial Hall, Rokko Hall 

During this orientation, you will be given basic information about Japanese Language Courses and 
important information regarding your student life at Kobe University. 
If you wish to talk to the teachers, please join the individual guidance which will be held following the 
orientation. 

■Hiragana Guidance
Date &time: October 4 (Fri)  15:10-16:40 
Place: Centre for International Education (CIE) 

This is a short introduction for students with no prior experience of Japanese. 
If you are a beginner with no knowledge of Hiragana, please attend this guidance.
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５. FAQ

 

Q1
P.3 を見

み

てください。 

それでもわからなかったら 

【 harrison@tiger.kobe-u.ac.jp 】まで 

メールで連
れん

絡
ら く

してください。 

J-CAT＝日
に

本
ほん

語
ご

のレベルチェックテ

ストの受
う

け方
かた

がよくわかりません。 

Q2

次
つぎ

のサイトで見
み

ることができます。 

【 http://www.kobe-

u.ac.jp/campuslife/edu/syllabus/ 】 

日
に

本
ほん

語
ご

授
じゅ

業
ぎょう

のシラバスが見
み

たいん 

ですが、どうしたらいいですか。 

ここをクリック 

Q3

自
じ

分
ぶん

の所
し ょ

属
ぞく

部
ぶ

局
きょく

で、ほかの科
か

目
も く

を登
と う

録
ろ く

するときと同
おな

じように登
と う

録
ろ く

してくださ

い。 

日
に

本
ほん

語
ご

科
か

目
も く

の登
と う

録
ろ く

は 

どこですればいいですか。 

5. FAQ

 

Q1
Refer to P.3. If you still have any 

problems, 

please send an e-mail to 

【 harrison@tiger.kobe-u.ac.jp 】 

How do I take the J-CAT 

Placement test? 

Q2

Access the following webpage. 

【 http://www.kobe-

u.ac.jp/campuslife/edu/syllabus/ 】 

I need to see the syllabus for 

Japanese classes, what should I do? 

Click here 

Q3

Please register at your department in the 

same way as other classes. 

How do I register for 

Japanese language classes? 
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